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特記事項
本書および本書で紹介する製品をご使用になる前に、特記事項  (））））） 97)に記載され
ている情報をお読みください。



本書に関する注意事項
本書は、BigFix  バージョン  9.5 と、新しい版で明記されていない限り、それ以降のすべて
のリリースおよびモディフィケーションに適用されます。
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第  1 章.  概説
BigFix Patch for Solaris  は、単一のコンソールからすべての  Solaris エンドポイントに対し
てパッチを適用し管理するために、統合されたリアルタイムの表示機能と適用機能を提供
します。これによって、ご使用の  Solaris クライアントを常に最新の  Oracle 更新に対応させ
ることができます。

重要:  Oracle サポート・サイト  (https://support.oracle.com  (））））） )) のパッチに
アクセスするには、Oracle  サポート・アカウントが必要です。ご使用の  Oracle アカウント
のユーザー名には、パッチをダウンロードするための有効なサポート識別子が含まれてい
なければなりません。
パッチ管理機能は、以下のサイトに用意されています。

Patches for Solaris

このサイトには、レガシー  Solaris 10 以前の中核的な  OS パッチ・コンテンツ
が含まれています。ここでは、パッチを適用するために、さらに古い従来の
シングル・ユーザー・モードを使用しています。

Patches for Solaris Maintenance

このサイトには、レガシー  Solaris 10 以前の、中核的ではない  OS パッチ・コ
ンテンツが含まれています。

Patches for Solaris Live Upgrade

このサイトに含まれているパッチ・コンテンツは、Solaris  Live Upgrade ユー
ティリティーを使用して、現在実行されている  OS ではなく、代替ブート環境
にパッチをインストールします。

Patches for Solaris 11

このサイトには、Solaris  11/11、11.1、11.2、および  11.3 用の  Fixlet コンテ
ンツが含まれています。

新しい更新がサポート対象として使用可能になるたびに、BigFix  により  Fixlet®  がリリース
されます。この  Fixlet により、エンタープライズ内のコンピューターのうち、当該の更新
が必要なものをすべて識別し、更新を適用することができます。サポートされる更新につ

https://support.oracle.com
https://support.oracle.com
https://support.oracle.com
https://support.oracle.com
https://support.oracle.com
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いては、『サポートされるプラットフォームおよび更新  (））））） 6)』を参照してくだ
さい。
BigFix  コンソールのオペレーターは、キーを数回押すだけで、関係するすべてのコン
ピューターにパッチを適用し、ネットワーク全体の適用の進行状況を視覚化することが
できます。BigFix  エージェントは、オペレーティング・システムのバージョン、プロセッ
サー、および既存のインストール済みパッケージを調べて、パッチの必要なタイミングと
要否を判別します。
Fixlet を使用することにより、大量の更新とパッチを比較的容易に管理し、対象を詳細に絞
り込んだ自動適用を希望のスケジュールで実行できます。ネットワーク帯域幅を最適化す
るために大容量のダウンロードを段階的に実行でき、インベントリーまたは監査の制御の
ために、適用プロセス全体をモニター、グラフ化、および記録できます。

本更新リリースの新機能
このリリースの  BigFix®  for Patch for Solaris  には、エンドポイントのアップグレード・リ
ストを取得するための、既存のソリューションに対する機能拡張が含まれています。

表  1. 新機能
新機能また
は機能拡張 説明\n 参照

Solaris 11.3 用
の  Fixlet コンテ
ンツ

Solaris 11.3 のパッチ更新は、Solaris  サポー
ト・リポジトリー更新  (SRU) を通じてリリース
されます。

Solaris 11 以降でのエ
ンドポイントへのパッ
チ適用  (））））） 36)

以前の更新
以下に示す本製品の追加機能にアクセスするには、「Patches  for Solaris 11」サイトをサ
ブスクライブする必要があります。
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表  2. 以前の更新
新機能

または機
能拡張 説明\n 参照

Solaris 

10 対応の
エンドポ
イントの
アップグ
レード・
リスト

「エンドポイントのアップグレード・リスト  - Solaris 

10」分析が、オペレーティング・システムの更新を必要
としている  Solaris 10 エンドポイントを、最近公開された 
Solaris OS リリースに対する更新およびカーネル・パッチ
更新があるかについて確認して取得するように機能拡張さ
れました。
この分析は「Patches  for Solaris」サイトから入手できま
す。

エンドポイン
トのアップグ
レード・リスト
の取得  (））））） 

49)

Solaris 10 

対応のミ
ラー管理

BigFix  に、パッチ適用前のルート・ディスク・ミラーの分
断に役立つタスクと、パッチのインストールおよびアップ
グレードの検証時にディスクのミラーリングを再開する別
のタスクが用意されました。
これらのタスクは「Patching  Support」サイトで入手で
きます。

ミラー管理  (）））

）） 26)

Solaris 

10 対応
のネット
ワーク・
ファイ
ル・シ
ステム 
(NFS) の
サポート

Oracle 推奨パッチ・クラスターと  Oracle の重要なパッチ
更新  (CPU) のための  Fixlet により、パッチを  NFS から直
接インストールできるようになり、それらをローカル・シ
ステムにコピーする手順が不要になりました。
この機能は、「Patches  for Solaris」サイトにあるパッ
チ・クラスターおよび  CPU に適用可能です。
使用する  NFS を選択して、「Patching  Support」サイト
で入手可能なタスクから  NFS の基本構成を実行できます。

ネットワーク・
ファイル・シス
テムのサポート 
(））））） 28)

推奨パッ
チ・クラ
スターに

Oracle 推奨パッチ・クラスターを  Live Upgrade によって
適用して、パッチ適用時に問題が発生した際のフェイル
バックをより簡単に実行することが可能になりました。

Solaris 10 以前
でのエンドポ
イントへのパッ
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表  2. 以前の更新  (続く)
新機能

または機
能拡張 説明\n 参照

対する 
Solaris 

Live 

Upgrade 

のサポー
ト

これらのパッチ・クラスターは「Patches  for Solaris Live 

Upgrade」サイトから入手できます。
チ適用  (））））） 

34)

Solaris 10 

および  11 

用のエン
ドポイン
トのアッ
プグレー
ド・リス
ト

BigFix  で、更新が必要な  Solaris 10 および  11 のエンドポ
イントのリストを取得するためのコンテンツを使用できる
ようになりました。
Solaris 10 システム用のエンドポイントのアップグレー
ド・リストを取得する分析は、「Patches  for Solaris」サ
イトから入手できます。これに対応する  Solaris 11 システ
ム用のタスクおよび分析は、「Patches  for Solaris 11」サ
イトで入手できます。

エンドポイン
トのアップグ
レード・リスト
の取得  (））））） 

49)

Solaris 

10 および 
11 のパッ
ケージ・
リスト結
果

BigFix  で、Solaris  10 および  11 のエンドポイントに現在
インストールされているすべてのパッケージのリストを
収集する分析を使用できるようになりました。この情報
を利用して、最新のインストール済み環境に対する現在の
インストール済みパッチのレベルを検証することができま
す。これらの分析は、「Patches  for Solaris」サイトおよ
び「Patches  for Solaris 11」サイトで入手できます。

インストールさ
れているパッ
ケージの情報
の取得  (））））） 

47)

Solaris 11 

用のパッ
ケージ・
インス

BigFix  で、「Patches  for Solaris 11」サイトにある「pkg 
を使用したパッケージのインストール」タスクを使用し
て、1  つ以上のパッケージをエンドポイントにインストー
ルできるようになりました。このタスクは、ディストリ

Solaris 11 への
パッケージのイ
ンストール  (）））

）） 45)
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表  2. 以前の更新  (続く)
新機能

または機
能拡張 説明\n 参照

トール・
タスク

ビューション全体を最新の  SRU にアップグレードする予
定の場合にも使用できます。

Solaris 

11.2 用の 
Fixlet コン
テンツ

Solaris 11.2 のパッチ更新は、Solaris  サポート・リポジト
リー更新  (SRU) を通じてリリースされます。

Solaris 

11/11 

および 
Solaris 

11.1 用の 
Fixlet コン
テンツ

Solaris 11/11 と  Solaris 11.1 のパッチの更新は、Solaris 
サポート・リポジトリー更新  (SRU) を使用してリリー
スされます。これらの更新にはいくつかの修正が含ま
れ、Oracle  サポート・リポジトリーから入手できます。

Solaris 11 以降
でのエンドポ
イントへのパッ
チ適用  (））））） 

36)

Solaris 

Image 

Packaging 

System 

リポジト
リーの管
理

ローカル・リポジトリーを  Solaris 11 のエンドポイント
に割り当てるための「Solaris  Image Packaging System 

リポジトリーの管理  (Solaris Image Packaging System 

Repository Management)」ダッシュボード。
組織での業務を適切に行うには、デプロイメント環境内
のエンドポイントを定期的に更新することが重要になりま
す。ネットワークの制限により、Oracle  がホストするリポ
ジトリーから最新の変更セットを取得できないことがよく
あります。そのため、独自のローカル・パッケージ・リポ
ジトリーを保守して、この制限を緩和するようにしてくだ
さい。ローカル・リポジトリーを使用すると、エンドポイ
ントがアクセスする更新を制御することができます。

「Solaris  Image 

Packaging 

System リポジ
トリーの管理 
(Solaris Image 

Packaging 

System 

Repository 

Management)」
ダッシュボード
の概要  (））））） 

9)
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表  2. 以前の更新  (続く)
新機能

または機
能拡張 説明\n 参照

現在の環境で、複数のローカル・リポジトリーを使用する
ことができます。たとえば、あるローカル・リポジトリー
を使用して  Oracle による  SRU の最新の変更をミラーリン
グし、別のローカル・リポジトリーを使用して特定の  SRU 

だけを格納することができます。

サポートされるプラットフォームおよび更新
BigFix Patch  は、いくつかの  Solaris プラットフォームと  Oracle の更新をサポートします。
BigFix  は、以下のプラットフォームで  Oracle 更新をサポートします。

表  3. BigFix Patch  for Solaris でサポートされるプラットフォームおよびパッチ
Fixlet サイト名 サポートされるプ

ラットフォーム 更新のタイプ
Patches for Solaris • Solaris 9 (SPARC)

• Solaris 10 

(SPARC、x86)
• セキュリティー・

パッチ
• 推奨パッチ
• 推奨パッチ・クラス

ター
• 重要なパッチ更新

Patches for Solaris Live 

Upgrade

• Solaris 9 (SPARC)

• Solaris 10 

(SPARC、x86)
• セキュリティー・

パッチ
• 推奨パッチ
• 推奨パッチ・クラス

ター
• 重要なパッチ更新
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表  3. BigFix Patch  for Solaris でサポートされるプラットフォームおよびパッチ  (続く)
Fixlet サイト名 サポートされるプ

ラットフォーム 更新のタイプ
Patches for Solaris 

Maintenance

• Solaris 9 (SPARC)

• Solaris 10 

(SPARC、x86)
メンテナンス・パッチ

Patches for Solaris 11 Solaris 11 (SPARC、x86) サポート・リポジトリー更
新

BigFix  には、Solaris  ゾーンのサポートも用意されています。詳しくは、『Solaris ゾーンの
パッチ適用  (））））） 56)』を参照してください。

注:  BigFix  ではアンバンドルされているパッチをサポートしません。
注:  Oracle Solaris 10 は、そのプレミアム・サポートが終了し、2018  年  2 月  1 日以降は

拡張サポートの対象になっています。BigFix  は、拡張サポートのパッチをサポートしてお
らず、Oracle  Solaris 10 (SPARC および  x86 プラットフォーム・バージョン)  のコンテンツ
およびサポートをもはや提供していません。Oracle  10 の拡張サポートについてご質問があ
る場合は、プロフェッショナル・サービスに連絡するか、機能拡張要求  (RFE) を提出して
ください。

サイトのサブスクリプション
サイトとは、ユーザー、HCL、またはベンダーにより内部的に作成される  Fixlet メッセー
ジの集合です。
実装環境内のシステムにパッチを適用するために、サイトにサブスクライブして  Fixlet 

メッセージにアクセスします。
サイトのサブスクリプションを追加するには、ベンダーまたは  HCL  からマストヘッド・
ファイルを入手するか、またはライセンス・ダッシュボードを使用します。Fixlet  サイトへ
のサブスクライブ方法について詳しくは、「BigFix  ））））））））））」を参照してください。
サイトについて詳しくは、「BigFix））））））））））））））））」を参照してください。



Patch for Solaris  | 1 - 概説  | 8

ダウンロード・プラグイン
ダウンロード・プラグインは、パッチのベンダーの  Web サイトにログオンし、指定された
パッチをダウンロードする実行可能プログラムです。キャッシュのプロセスを簡単にする
ために、Fixlet  には、ダウンロード・プラグインを起動するプロトコルが組み込まれてい
ます。
Fixlet がプロトコルを認識するようにするには、関連するダウンロード・プラグインを登
録する必要があります。ダウンロード・プラグインを登録するには、「ダウンロード・
プラグインの管理」ダッシュボードを使用する必要があります。プラグインを登録した
ら、Fixlet  を実行して、BigFix コンソール  (BigFix console)からパッチをダウンロード、
キャッシュ、およびデプロイできます。
プラグインが既に登録されている場合、「ダウンロード・プラグインの管理」ダッシュ
ボードを使用して、更新を実行できます。ダウンロード・プラグインを登録解除したり構
成したりするのにも、ダッシュボードを使用する必要があります。

Notes:

• ダウンロード・プラグインをリレーにインストールする場合は、サーバーにもインス
トールすることをお勧めします。

• ダウンロード・プラグインでは、基本認証のみがサポートされます。
• null エラーを回避するために、BigFix  サーバーと  BigFix クライアントは必ず同じバー

ジョンにしてください。

Solaris ダウンロード・キャッシャー・ツールの概要
Solaris ダウンロード・キャッシャー・ツールは、パッチ・パッケージを自動的にダウン
ロードして  Windows BigFix サーバーのキャッシュに入れることで、Solaris  Fixlet を簡単に
適用できるようにする実行可能プログラムです。

注:  キャッシャー・ツールを使用するのは、エアー・ギャップ環境を使用している場
合か、アクションをより速く実行するためにすべてのダウンロードをキャッシュしたい場
合のみにしてください。それ以外の場合は、ダウンロード・プラグインを使用してくださ
い。Solaris  パッチを入手する推奨方法は、Solaris  ダウンロード・プラグインを登録する
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ことです。プラグインの登録について詳しくは、『Solaris ダウンロード・プラグインの登
録  (））））） 16)』を参照してください。
このツールでは、FTP  を使用して大きなサイズの  .zip  ファイルをダウンロードしてから、
そのファイルをデフォルトで  sha1 キャッシュ・フォルダーに保管します。別の既存ディレ
クトリーにファイルを保管するよう選択することもできます。FTP  を使用できるように環
境を構成する必要があります。
ダウンロード・キャッシャー・ツール・タスクを  BigFix  コンソールから実行するか、ま
たはツールをダウンロードして手動で実行することによりアクセスできます。詳しくは、
『Solaris ダウンロード・キャッシャーの使用  (））））） 29)』を参照してください。

注:  Solaris ダウンロード・キャッシャー  (Solaris 11) は、パッチ向けのキャッシング・
ファイルをサポートしていません。

「Solaris  Image Packaging System リポジトリーの管理  (Solaris Image Packaging System Repository Management)」ダッシュボードの概要
BigFix®  には、Solaris  11 のエンドポイントとローカルに格納されたリポジトリーを管理す
るための「Solaris  Image Packaging System リポジトリーの管理  (Solaris Image Packaging 

System Repository Management)」ダッシュボードが用意されています。
ローカル・リポジトリーを使用すると、エンドポイントにパッチを適用するために必要な
ファイルのダウンロード時間を大幅に短縮できます。このダッシュボードは、パッチを適
用するために使用するローカル・リポジトリーを設定する場合に使用します。パッチの適
用について詳しくは、Fixlet を使用したパッチの適用  (））））） 34)を参照してください。

注:  このダッシュボードでは、物理リポジトリー・サーバーの作成はサポートされませ
ん。このリポジトリーは、個別に作成する必要があります。リポジトリーの作成について
詳しくは、Oracle  資料の  Web サイト  (http://docs.oracle.com  (））））） )) を参照して
ください。
このダッシュボードにアクセスするには、Patches  for Solaris 11 サイトをサブスクライブ
します。「パッチ管理」ドメインで、「すべてのパッチの管理」  > 「ダッシュボード」  > 

http://docs.oracle.com
http://docs.oracle.com
http://docs.oracle.com
http://docs.oracle.com
http://docs.oracle.com
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「Solaris  Image Packaging System リポジトリーの管理  (Solaris Image Packaging System 

Repository Management)」をクリックします。
エンドポイントとローカル・リポジトリーをこのダッシュボードで表示するに
は、「Solaris  のオリジナル情報  (Solaris Origin Information)」分析をアクティブにしま
す。
このダッシュボードには、検索を容易にするためのフィルタリング・オプションが組み込
まれています。コンピューター名でフィルタリングすることも、リポジトリー名でフィル
タリングすることもできます。

図  1. 「Solaris  Image Packaging System リポジトリーの管理  (Solaris Image 

Packaging System Repository Management)」ダッシュボード

デフォルトでは、ホストされている  Oracle Solaris リリースのリポジトリーは、構成済みの
パッケージ・リポジトリーです。このダッシュボードのリポジトリー・リストで、別のリ
ポジトリーを割り当てることができます。このリストにローカル・リポジトリーを簡単に
追加することができます。リポジトリーの設定に実際のリポジトリー・サーバーの設定が
反映されていることを確認してください。
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リポジトリーの追加
ローカル・リポジトリーは、個別に作成する必要があります。ダッシュボードにリポジト
リーを追加しても、物理リポジトリー・サーバーは作成されません。
ダッシュボードでは、ローカル・リポジトリーの状況は検査されません。ダッシュボード
に追加したリポジトリーが機能していることを確認してください。
このダッシュボード上のリポジトリー・リストにローカル・リポジトリーを追加するに
は、以下のステップを実行します。

1. ダッシュボードで「Image  Packaging System リポジトリーの管理  (Manage Image 

Packaging System Repositories)」をクリックします。
2. 「追加」をクリックします。
3. リポジトリーの名前と  URI を入力します。たとえば、次のような形式でリポジトリー

の  URI を入力します。protocol://hostname:port/path/.

注:  リポジトリー  URI は、HTTP  および  NFS 共有に関してのみ検査されます。
図  2. 「新規リポジトリーの追加  (Add a New Repository)」ダイアログ

4. 「保存」をクリックします。新しいリポジトリーがリストに追加され、エンドポイン
トで使用できるようになります。
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リポジトリーをエンドポイントに割り当てる
ローカル・リポジトリーを  Solaris 11 のエンドポイントに割り当てるには、以下のステッ
プを実行します。

1. ダッシュボードで「エンドポイントを管理」をクリックします。
2. 別のリポジトリーを使用するように構成したいエンドポイントを選択します。
3. 「新規リポジトリーの割り当て  (Assign a new repository)」をクリックします。
4. リポジトリーを選択します。

図  3. 「新規リポジトリーの割り当て  (Assign a new repository)」ダイア
ログ

5. 選択したリポジトリーでリポジトリーの  SSL 鍵ファイルと証明書ファイルが必要な
場合は、それらのファイルを指定します。

注:  「Solaris  Image Packaging System リポジトリーの管理  (Solaris Image 

Packaging System Repository Management)」ダッシュボードで使用できる鍵ファイ
ルと証明書ファイルは、.pem  形式のものに限られます。
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注:  リポジトリーにアクセスするには、証明書ファイルと  SSL 鍵ファイルの
両方が  Oracle Solaris 11 Support Repository で必要になります。どちらのファイ
ルも、My  Oracle Support サイトに用意されています。詳しくは、『http://pkg-

register.oracle.com  (））））） )』を参照してください。
6. 「保存」をクリックします。「アクションの実行」ダイアログが開きます。
7. エンドポイントを選択して「OK」をクリックします。
8. アクションが完了したら、ダッシュボードを最新表示して変更内容を確認します。

http://pkg-register.oracle.com
http://pkg-register.oracle.com
http://pkg-register.oracle.com
http://pkg-register.oracle.com
http://pkg-register.oracle.com
http://pkg-register.oracle.com


第  2 章.  「ダウンロード・プラグインの管理」ダッシュボードの概要
「ダウンロード・プラグインの管理」ダッシュボードを使用して、デプロイメント内のダ
ウンロード・プラグインの監視と管理を行います。
「ダウンロード・プラグインの管理」ダッシュボードを使用すると、さまざまなパッチ・
ベンダーのダウンロード・プラグインの登録、登録解除、構成、およびアップグレードを
実行できます。
「パッチ・サポート  (Patching Support)」サイトにサブスクライブして、ダッシュボード
にアクセスする必要があります。「ダウンロード・プラグインの管理」ダッシュボードを
表示するには、「パッチ管理ドメイン」  > 「すべてのパッチの管理」  > 「ダッシュボー
ド」  > 「ダウンロード・プラグインの管理」に進みます。

図  4. 「パッチ管理」ナビゲーション・ツリー
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ダッシュボードには、デプロイメント内のすべてのサーバーとリレー  (Windows のみ)  が表
示されます。サーバーまたはリレーを選択すると、そのコンピューターのすべてのプラグ
インが表示されます。ダッシュボードには、統合された  1 つのビューに、各プラグインの
バージョンと状況も表示されます。

図  5. 「ダウンロード・プラグインの管理」ダッシュボード

プラグインは、以下のいずれかの状態にあります。
• インストールされていません
• 新規バージョンが使用可能
• 最新
• サポートされていない

このダッシュボードには、ライブ・キーワード検索機能が用意されています。サーバー、
リレー、およびプラグインの命名規則に基づいて検索できます。
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注:  ダウンロード・プラグインを  BigFix  リレーにインストールする場合、ダウンロード
の問題を回避するためにダウンロード・プラグインを  BigFix  サーバーにもインストールす
る必要があります。

Solaris ダウンロード・プラグインの登録
「ダウンロード・プラグインの管理」ダッシュボードを使用して、Solaris  のダウンロー
ド・プラグインを登録します。
以下のタスクを実行する必要があります。

• null エラーを回避するために、BigFix  サーバーと  BigFix クライアントは必ず同じバー
ジョンにしてください。

• 「パッチ・サポート  (Patching Support)」サイトにサブスクライブして、「ダウン
ロード・プラグインの管理」ダッシュボードにアクセスします。

• 「BES  サポート」サイトから使用できる「クライアントの暗号化分析  (Encryption 

Analysis for Clients)」分析をアクティブにします。
• 「パッチ・サポート  (Patching Support)」サイトから使用できる「ダウンロード・

プラグインのバージョン  (Download Plug-in Versions)」分析をアクティブにしま
す。

• エンドポイントを暗号化する場合、「BES  サポート」サイトから使用できる「クラ
イアントの暗号化の有効化  (Enable Encryption for Clients)」Fixlet をデプロイしま
す。

コンピューターで初めてプラグインを登録すると、プラグインはインストールされ、構
成ファイルが作成されます。コンピューター上でダウンロード・プラグインを既存の構成
ファイルを使用してアップグレードすると、構成は上書きされます。
Solaris 11 の場合は、Solaris  ダウンロード・プラグインのバージョン  2.3 以降を使用しま
す。
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1. パッチ管理ドメインから、「すべてのパッチの管理」  > 「ダッシュボード」  > 「ダウ
ンロード・プラグインの管理」ダッシュボードをクリックします。

2. 「サーバーとリレー」テーブルから、ダウンロード・プラグインを登録するサーバー
を選択します。

重要:  常にダウンロード・プラグインを  BigFix サーバー上に登録する必要があり
ます。

3. 「プラグイン」テーブルから、「Solaris  プラグイン」を選択します。
4. 「登録」  をクリックします。

「Solaris  プラグインの登録」ウィザードが表示されます。
図  6. 「Solaris  ダウンロード・プラグインの登録」ウィザード

5. Oracle サポート・サイトへのログオンに使用する  Oracle 資格情報を入力します。
Oracle ユーザー名
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Oracle サポート・サイトに対する  Oracle アカウント・ユーザー名。こ
れには、パッチをダウンロードするための有効なサポート識別子が含ま
れていなければなりません。

Oracle パスワード
Oracle サポート・サイトに対する  Oracle アカウント・パスワード。

確認  Oracle パスワード
確認のための  Oracle アカウント・パスワード。

6. プロキシー・サーバーを経由してダウンロードする必要がある場合は、プロキシー・
パラメーターを入力してください。

注:  基本認証のみがサポートされています。
プロキシー  URL

プロキシー・サーバーの  URL。プロトコルとホスト名が含まれた整形
式の  URL である必要があります。この  URL は通常、プロキシー・サー
バーの  IP アドレスまたは  DNS 名とそのポートを、コロンで区切ったも
のです。例:http://192.168.100.10:8080.

「プロキシー・ユーザー名」
プロキシー・サーバーで認証が必要な場合のプロキシー・ユーザー名。
通常、これはフォーム  domain\username  内にあります。

プロキシー・パスワード
プロキシー・サーバーで認証が必要な場合のプロキシー・パスワード。

「プロキシー・パスワードの確認」
確認用のプロキシー・パスワード。

7. 「OK」をクリックします。
「アクションの実行」ダイアログが表示されます。

8. ターゲット・コンピューターを選択します。
9. 「OK」をクリックします。

Solaris ダウンロード・プラグインが正常に登録されました。
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Solaris ダウンロード・プラグインの登録解除
「ダウンロード・プラグインの管理」ダッシュボードを使用して、Solaris  のダウンロー
ド・プラグインを登録解除します。

1. パッチ管理ドメインから、「すべてのパッチの管理」  > 「ダッシュボード」  > 「ダウ
ンロード・プラグインの管理」ダッシュボードをクリックします。

2. 「サーバーとリレー」テーブルから、ダウンロード・プラグインを登録解除するサー
バーを選択します。

3. 「プラグイン」テーブルから、「Solaris  プラグイン」を選択します。
4. 「登録解除  (Unregister)」をクリックします。

図  7. Solaris ダウンロード・プラグインの登録解除

「アクションの実行」ダイアログが表示されます。
5. ターゲット・コンピューターを選択します。
6. 「OK」をクリックします。

Solaris ダウンロード・プラグインが正常に登録解除されました。
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Solaris ダウンロード・プラグインの構成
「ダウンロード・プラグインの管理」ダッシュボードを使用して、Solaris  のダウンロー
ド・プラグインを構成します。

注:  null エラーを回避するために、BigFix  サーバーと  BigFix クライアントは必ず同じ
バージョンにしてください。
ダウンロード・プラグインを構成すると既存の構成が上書きされるため、ダウンロード・
プラグイン用の既存の構成内容をメモしておくことをお勧めします。

1. パッチ管理ドメインから、「すべてのパッチの管理」  > 「ダッシュボード」  > 「ダウ
ンロード・プラグインの管理」ダッシュボードをクリックします。

2. 「サーバーとリレー」テーブルから、ダウンロード・プラグインを構成するサーバー
を選択します。

3. 「プラグイン」テーブルから、「Solaris  プラグイン」を選択します。
4. 「構成」をクリックします。

「Solaris  プラグインの構成」ウィザードが表示されます。
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図  8. 「Solaris  ダウンロード・プラグインの構成」ウィザード

5. Oracle サポート・サイトへのログオンに使用する  Oracle 資格情報を入力します。
Oracle ユーザー名

Oracle サポート・サイトに対する  Oracle アカウント・ユーザー名。こ
れには、パッチをダウンロードするための有効なサポート識別子が含ま
れていなければなりません。

Oracle パスワード
Oracle サポート・サイトに対する  Oracle アカウント・パスワード。

確認  Oracle パスワード
確認のための  Oracle アカウント・パスワード。

6. プロキシー・サーバーを経由してダウンロードする必要がある場合は、プロキシー・
パラメーターを入力してください。
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プロキシー  URL

プロキシー・サーバーの  URL。プロトコルとホスト名が含まれた整形
式の  URL である必要があります。この  URL は通常、プロキシー・サー
バーの  IP アドレスまたは  DNS 名とそのポートを、コロンで区切ったも
のです。例:http://192.168.100.10:8080.

「プロキシー・ユーザー名」
プロキシー・サーバーで認証が必要な場合のプロキシー・ユーザー名。
通常、これはフォーム  domain\username  内にあります。

プロキシー・パスワード
プロキシー・サーバーで認証が必要な場合のプロキシー・パスワード。

「プロキシー・パスワードの確認」
確認用のプロキシー・パスワード。

7. 「OK」をクリックします。
「アクションの実行」ダイアログが表示されます。

8. ターゲット・コンピューターを選択します。
9. 「OK」をクリックします。

Solaris ダウンロード・プラグインが正常に構成されました。

Solaris ダウンロード・プラグインのマイグレーション
ダウンロード・プラグインのバージョンが  2.0.0.0 より前の場合、プラグインをマイグレー
ションする必要があります。これは  1 回実行するだけで済みます。マイグレーションをす
ると、ダウンロード・プラグインが最新バージョンにアップグレードされます。
ダウンロード・プラグインをマイグレーションすると既存の構成が上書きされるため、ダ
ウンロード・プラグイン用の既存の構成内容をメモしておくことをお勧めします。
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1. パッチ管理ドメインから、「すべてのパッチの管理」  > 「ダッシュボード」  > 「ダウ
ンロード・プラグインの管理」ダッシュボードをクリックします。

2. 「サーバーとリレー」テーブルから、ダウンロード・プラグインをマイグレーション
するサーバーまたはリレーを選択します。

3. 「プラグイン」テーブルから、「Solaris  プラグイン」を選択します。
4. 「移行」をクリックします。

「Solaris  プラグインのマイグレーション」ウィザードが表示されます。
図  9. 「Solaris  ダウンロード・プラグインのマイグレーション」ウィザー
ド

5. Oracle サポート・サイトへのログオンに使用する  Oracle 資格情報を入力します。
Oracle ユーザー名
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Oracle サポート・サイトに対する  Oracle アカウント・ユーザー名。こ
れには、パッチをダウンロードするための有効なサポート識別子が含ま
れていなければなりません。

Oracle パスワード
Oracle サポート・サイトに対する  Oracle アカウント・パスワード。

確認  Oracle パスワード
確認のための  Oracle アカウント・パスワード。

6. プロキシー・サーバーを経由してダウンロードする必要がある場合は、プロキシー・
パラメーターを入力してください。

プロキシー  URL

プロキシー・サーバーの  URL。プロトコルとホスト名が含まれた整形
式の  URL である必要があります。この  URL は通常、プロキシー・サー
バーの  IP アドレスまたは  DNS 名とそのポートを、コロンで区切ったも
のです。例:http://192.168.100.10:8080.

「プロキシー・ユーザー名」
プロキシー・サーバーで認証が必要な場合のプロキシー・ユーザー名。
通常、これはフォーム  domain\username  内にあります。

プロキシー・パスワード
プロキシー・サーバーで認証が必要な場合のプロキシー・パスワード。

「プロキシー・パスワードの確認」
確認用のプロキシー・パスワード。

7. 「OK」をクリックします。「アクションの実行」ダイアログが表示されます。
8. ダウンロード・プラグインをアップグレードするターゲット・コンピューターを選択

します。
9. 「OK」をクリックします。

Solaris ダウンロード・プラグインが正常にマイグレーションされ、アップグレードされま
した。
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Solaris ダウンロード・プラグインのアップグレード
「ダウンロード・プラグインの管理」ダッシュボードを使用して、Solaris  のダウンロー
ド・プラグインをアップグレードします。

1. パッチ管理ドメインから、「すべてのパッチの管理」  > 「ダッシュボード」  > 「ダウ
ンロード・プラグインの管理」ダッシュボードをクリックします。

2. 「サーバーとリレー」テーブルから、ダウンロード・プラグインをアップグレードす
るサーバーを選択します。

3. 「プラグイン」テーブルから、「Solaris  プラグイン」を選択します。
4. 「アップグレード」をクリックします。

「アクションの実行」ダイアログが表示されます。
5. ターゲット・コンピューターを選択します。
6. 「OK」をクリックします。

Solaris ダウンロード・プラグインの最新バージョンがインストールされました。



第  3 章.  BigFix Patch for Solaris

各種  Solaris サイトで  Fixlet を使用して、Oracle  パッチおよび更新をデプロイメント環境に
適用します。
利用可能な  Solaris 用  Fixlet サイトについては、『サポートされるプラットフォームおよび
更新  (））））） 6)』を参照してください。
エアー・ギャップ環境を使用している場合を除き、パッチ・コンテンツのキャッシング
は、ダウンロード・プラグインを通じて行う必要があります。ダウンロード・プラグイ
ンの登録について詳しくは、『Solaris ダウンロード・プラグインの登録  (））））） 16)』を
参照してください。エアー・ギャップ環境については、『Solaris ダウンロード・キャッ
シャー・ツールの概要  (））））） 8)』を参照してください。

ミラー管理
BigFix  には、ミラー管理ソリューションのためのフェイルバック・オプションに役立つタ
スクが用意されています。これらのタスクは、Solaris  10 エンドポイントでのみ使用可能
です。
システム管理者は、ディスク障害からデータを保護するためのミラーを作成します。ディ
スクのミラーリングは  RAID-1 とも呼ばれ、データ消失を防ぐ高い信頼性とセキュリティー
を実現します。1  つのミラーは、サブミラーと呼ばれる  1 つ以上の  RAID-0 ボリュームで構
成されます。各データ・ブロックは各ディスクの完全なコピーであり、1  つ以上の他のサブ
ミラーに書き込まれます。通常、2  つ以上のディスクが  Solaris エンドポイントに接続され
ます。システムが  2 つのディスクを持つシナリオにおけるミラーは、異なる  2 つのディス
クに書き込まれた同じデータを持つ  2 つのサブミラーで構成されます。
各サブミラーには、データのルート・ディスクの同一コピーが記録されます。ディスクに
障害が発生したとき、サブミラーまたはディスクのいずれかに切り替わることで、システ
ム障害を防止することができます。また、機能している他のサブミラーやディスクから
データを復旧できるため、データが失われることもありません。

注:  BigFix  は、ルート・ディスクのミラーおよびサブミラーの作成も構成もサポー
トしていません。ミラーリングについて詳しくは、Oracle  製品関連資料『  http://

http://docs.oracle.com/cd/E18752_01/html/816-4520/about-metadevices-24868.html
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docs.oracle.com/cd/E18752_01/html/816-4520/about-metadevices-24868.html  (））））） 

)』  を参照してください。
ミラー管理は、重要なソフトウェアのパッチまたはアップグレードをインストールする場
合に、システムのダウンタイムおよびリスクを管理する重要な役割を果たします。BigFix 

は、「Patching  Support」サイトで以下のタスクを提供し、パッチの適用に起因するシス
テムのダウンタイムおよびサービスの中断を軽減します。

Solaris ミラーの中断
このタスクは、UFS  ファイル・システムのミラーを分断して、バックアッ
プ・ディスクに対するミラー・ディスクの読み取りおよび書き込みが行われ
ないようにします。
ルート・ディスク上に複数のファイル・システムのミラーがある場合、この
タスクはルート・ファイル・システムのミラーのみ中断します。

注:  ZFS ファイル・システムのミラーまたは  VxVM ベースのミラーはサ
ポートされていません。

Solaris ディスクの再ミラー
このタスクは、Solaris  10 システムのディスク・ミラーリングを再開し、更
新済みディスクをバックアップ・ディスクと同期します。

パッチを適用する前に予防策として、「Solaris  ミラーの分割」タスクを利用してミラー
を分断し、ディスクをシステムのバックアップ・コピーとして使用できるようにします。
その上でパッチまたはアップグレードをマスター・ディスクに適用することが推奨されま
す。適用を行った後は、パッチ適用またはアップグレードが正しく実行されたことを確認
するための検証ステップを実行します。パッチ適用またはアップグレードが正しく実行さ
れた場合は、「Solaris  ディスクの再ミラー」タスクを使用して、ディスクをオンラインに
戻します。これにより、更新済みディスクとバックアップ・ディスクの間の再同期プロセ
スが開始されます。ただし、パッチ適用またはアップグレードのプロセスで問題が発生し
た場合は、ディスクを切り替えてバックアップ・ディスクをブートすることでデータ消失
を回避できます。

http://docs.oracle.com/cd/E18752_01/html/816-4520/about-metadevices-24868.html
http://docs.oracle.com/cd/E18752_01/html/816-4520/about-metadevices-24868.html
http://docs.oracle.com/cd/E18752_01/html/816-4520/about-metadevices-24868.html
http://docs.oracle.com/cd/E18752_01/html/816-4520/about-metadevices-24868.html
http://docs.oracle.com/cd/E18752_01/html/816-4520/about-metadevices-24868.html
http://docs.oracle.com/cd/E18752_01/html/816-4520/about-metadevices-24868.html
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ネットワーク・ファイル・システムのサポート
ネットワーク・ファイル・システム  (NFS) は、ネットワーク上でファイルを格納する機構
です。これは分散ファイル・システムの  1 つです。このファイル・システムにより、ユー
ザーはリモート・コンピューター上のファイルやディレクトリーにアクセスし、それらの
ファイルやディレクトリーをローカル・ファイルやローカル・ディレクトリーと同様に扱
うことができます。
重要なパッチ更新  (CPU) および推奨パッチ・クラスターのためのすべての  Fixlet 

(「Patches  for Solaris」サイトおよび「Patches  for Solaris Live Upgrade」サイトで入手
可能)  には、Oracle  リポジトリーやローカル・リポジトリーからではなく、アクセス可能
な  NFS 共有からパッケージをインストールするオプションが用意されています。これらの
パッチはサイズが大きいことがあるため、ダウンロードしてエンドポイントに直接解凍す
ると時間がかかる場合があります。NFS  共有からパッチを適用すると、インストール時間
が短縮され、帯域幅使用量が減少し、保管コストが削減されます。パッチの適用について
詳しくは、『Solaris 10 以前でのエンドポイントへのパッチ適用  (））））） 34)』を参照し
てください。
NFS の基本構成を実行するには、「Patching  Support」サイトにある以下のタスクを使用
できます。

NFS サポートの有効化  - Solaris 10

このタスクは、NFS  サービスを対象の  Solaris システムで有効にする場合に使
用します。

NFS サポートの無効化  - Solaris 10

このタスクは、NFS  サービスを対象の  Solaris システムで無効にする場合に使
用します。

NFS 共有の追加  - Solaris 10

このタスクは、新規ディレクトリーを  NFS クライアントにエクスポートし
て、ネットワーク全体でそのディレクトリーに他のシステムがアクセスでき
るようにする場合に使用します。ユーザーは、インストールする更新を格納
する  NFS リポジトリーの場所を指定することができます。このタスクでは、
特定のアクセス・レベルでの永続的または非永続的な  NFS 共有を追加するオ
プションを選択できます。
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NFS 共有の削除  - Solaris 10

このタスクは、NFS  クライアントからディレクトリーを削除して、そのディ
レクトリーをネットワーク全体の他のシステムと共有しないようにする場合
に使用します。現在のセッションのみから  NFS 共有を削除することも、後続
セッションを含めることもできます。

NFS の詳細については、『http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/821-1454/

rfsintro-2.html  (））））） )』を参照してください。

Solaris ダウンロード・キャッシャーの使用
Solaris ダウンロード・キャッシャー・ユーティリティーを使用して、Fixlet  をターゲッ
ト・エンドポイントに導入する前に、Solaris  の更新を  BigFix サーバーまたは特定のター
ゲット・ディレクトリーに事前にキャッシュしておきます。
ダウンロード・キャッシャーについて詳しくは、Solaris ダウンロード・キャッシャー・
ツールの概要  (on page 8)を参照してください。
このツールに  BigFix コンソール  (BigFix console)からアクセスするには、以下のステップを
実行します。

1. BigFix 管理ドメインから、「サイトを管理」  > 「外部サイト」  > 「Solaris  向けパッ
チ」  > 「Solaris  ダウンロード・キャッシャー・ツールの実行  - Windows」をクリッ
クします。

Note:  このタスクが関連状態になるには、Windows  BigFix サーバーおよびリレー
が「Solaris  向けパッチ  (Patches for Solaris)」サイトをサブスクライブしている必要
があります。

2. 「アクション」ボックス内の該当するリンクを選択して、ダウンロードを開始しま
す。

3. プロンプトが出されたら必要な情報を入力します。Oracle  サイトにアクセスするた
めの資格情報が正しいことを確認してください。

4. ターゲット・サーバーまたはリレーを選択して、「OK」をクリックします。

http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/821-1454/rfsintro-2.html
http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/821-1454/rfsintro-2.html
http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/821-1454/rfsintro-2.html
http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/821-1454/rfsintro-2.html
http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/821-1454/rfsintro-2.html
http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/821-1454/rfsintro-2.html
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ダウンロード・キャッシャー・ツールの手動による実行
エアー・ギャップ環境では、Solaris  ダウンロード・キャッシャー・ユーティリティーを手
動で実行できます。
Solaris ダウンロード・キャッシャー・ツールを  BigFix ソフトウェア  Web サイト  (http://

software.bigfix.com/download/bes/util/SolarisDownloadCacher.exe) からダウンロードし
ます。

Note:  Solaris ダウンロード・キャッシャー  (Solaris 11) は、パッチ向けのキャッシン
グ・ファイルをサポートしていません。
対話モードで実行する場合:
SolarisDownloadCacher.exe

構成ファイルを使用して実行する場合:
SolarisDownloadCacher.exe --configFile FILE

コマンド・ライン・オプションを使用して実行する場合:
SolarisDownloadCacher.exe <OPTIONS>

パラメーター:
--os OS1,OS2,...

オペレーティング・システム名のコンマ区切りリスト  (9,10,10x86 など)  を指
定します。デフォルトは  all です。

--patches ptch1,ptch2,...

123456-78  の形式のパッチ  ID のコンマ区切りリストを指定します。デフォル
トは  all です。

--downloads FILE

パッチ・ファイル  (123456-78.jar  または  10_Recommended.zip  の形式)  と 
SHA1 のペアをファイル内に指定します。各ペアをそれ専用の行に記述しま
す。パッチと  sha1 の値はスペースで分離する必要があります。ファイルが指

http://software.bigfix.com/download/bes/util/SolarisDownloadCacher.exe
http://software.bigfix.com/download/bes/util/SolarisDownloadCacher.exe
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定されている場合、キャッシャーはサイトを解析する代わりにこのファイル
からパッチ  ID を解析します。

--cluster

指定されたオペレーティング・システム用のクラスター、またはオペレー
ティング・システムが指定されていない場合はすべてのクラスターをまとめ
ます。

--superseded

置き換えるコンテンツのみを取得するフラグを指定します。
--maintenance

「Patches  for Solaris Maintenance」サイトから収集します。
--username USER

Oracle Web サイトにアクセスするために使用するユーザー名を指定します。
--password PASS

Oracle Web サイトにアクセスするために使用するパスワードを指定します。
--cacheDirectory DIR

キャッシュ先となるディレクトリーを指定します。未定義の場合は  BES 

キャッシュを使用します。
--noRename

ファイルを  sha1 の値に名前変更しないようにフラグを立てます。
--emailServer SERVER

使用する  SMTP サーバーを指定します。
--emailUser USER

使用する  E メール・ログインを指定します。
--emailPassword PASS

使用する  E メール・パスワードを指定します。
--emailSender ADDR
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差出人の  E メール・アドレスを指定します。emailServer  が指定されている
場合は必須です。

--emailTo ADDR1,ADDR2,...

E メール・アドレスのコンマ区切りリストを指定します。emailServer  が指
定されている場合は必須です。

--proxy SERVER:PORT

使用するプロキシー・サーバーを指定します。
--proxyUser USER

使用するプロキシー・ユーザー名を指定します。
--proxyPassword PASS

使用するプロキシー・パスワードを指定します。
--forceDownloads

ファイルがすでに存在する場合でもファイルの再ダウンロードをキャッ
シャーに強制するフラグを指定します。

--autoCacheIncrease

BES キャッシュがいっぱいになった場合にキャッシュを自動的に増やすフラ
グを指定します。--cacheDirectory  が指定されていない場合にのみ適用され
ます。

--sites EFXMFILE

マストヘッド・ファイルを指定します。コンマで区切って複数のマストヘッ
ド・ファイルをリストできます。これを指定した場合、デフォルトの  Solaris 

Fixlet サイトの代わりに指定されたサイトが解析されます。
--configFile FILE

上記の中の任意のオプションが含まれるキャッシャー構成ファイルを指定し
ます。例:
--------------------------------------

[Options]
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cacheDirectory=C:\cache

proxy=http://someproxyurl:8080

proxyUser=john_doe

proxyPassword=p@ssw0rd

--------------------------------------

 

Command-line options take precedence if the same option is passe

d 

in the command line and the config file.

 

Additionally, the config file used for Download Plug-ins (plugin

.ini)

is compatible here.  The [UA] and [Logger] sections from 

plugin.ini may be included in the cacher config file.  For examp

le:

 

--------------------------------------

[Options]

cacheDirectory=C:\cache

 

; The following snippet taken from a plugin.ini

[UA]

proxy=http://someproxyurl:8080

proxyUser=john_doe

proxyPassword=p@ssw0rd

--------------------------------------

--logfile FILE

指定したファイル  (および  STDOUT) への直接ロギングを指定します。
--debug LEVEL

出力の冗長を決定するデバッグ・レベル  (0 から  5) を指定します。デフォル
トは  0 です。
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--help

ヘルプ・メッセージを出力します。

Fixlet を使用したパッチの適用
使用可能な  Solaris サイトの  Fixlet を使用して、デプロイメント環境に  Solaris パッチを適
用できます。

Solaris 10 以前でのエンドポイントへのパッチ適用
パッチの適用時に、ダウンロード・プラグインを使用して、必要なパッケージが  Oracle リ
ポジトリーからダウンロードされます。重要なパッチ更新  (CPU) および推奨パッチ・クラ
スターについては、ローカル・リポジトリーを使用してパッケージをホストして、ネット
ワーク・ファイル・システム  (NFS) を使用することによりご使用のネットワーク全体でそ
れらを共有できます。

• BigFix Patch for Solaris では、Bourne  シェル・スクリプトを使用してエンドポイン
トにパッケージがインストールされます。Fixlet  を使用して正常にパッチが適用でき
るように、エンドポイントに  sh 互換シェルがインストールされていることを確認し
てください。

• ダウンロード・プラグインを使用したインターネット・ダウンロード方式でパッチを
適用する場合は、以下のステップを実行します。

◦ Solaris ダウンロード・プラグインを登録します。ダウンロード・プラグインに
ついての詳細は、『ダウンロード・プラグイン  (））））） )』を参照してく
ださい。

◦ 推奨パッチ・クラスターと重要なパッチ更新の場合、「Solaris  10: ディスク
容量不足  - /var」タスク  (ID #3) を使用して、/var  を含むファイル・システム
に、パッチを解凍してインストールするための十分なスペースがあるかどうか
を確認できます。

• NFS 共有を通じてパッチを適用する場合は、以下のステップを実行します。

https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/shared/c_download_plug-ins_solaris.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/shared/c_download_plug-ins_solaris.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/shared/c_download_plug-ins_solaris.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/shared/c_download_plug-ins_solaris.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/shared/c_download_plug-ins_solaris.html
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1. 「NFS  サポートの有効化  - Solaris 10」タスクを実行して、NFS  プロトコルを
有効にします。

2. 「NFS  共有の追加  - Solaris 10」タスクを実行して、そのパスを  NFS 共有に追
加します。さまざまなアクセス・レベルでの永続的または非永続的な共有を追
加できます。

これらのタスクはいずれも「Patching  Support」サイトで入手できます。
1. ナビゲーション・ツリーの「すべてのパッチ管理コンテンツ  (All Patch Management 

Content)」ノードで、「Fixlet  とタスク」  > 「サイト別」をクリックします。
2. パッチの適用対象に応じて、適切なサイトを選択します。

• Patches for Solaris  サイト
• Patches for Solaris Live Upgrade  サイト

ヒント:  パッチ・クラスターの  Fixlet を適用する前に、最新の重要なパッチ更新 
(CPU) の  Fixlet を適用することをお勧めします。

注:  Oracle 推奨パッチ・クラスターは頻繁に更新されます。パッチ・ベンダーの
更新により、パッチ・バンドルの  sha1 値とサイズが変更されます。頻繁なパッチの
更新により、パッチ・クラスターの  Fixlet でエラーが起きる可能性があります。更新
された  Fixlet は、パッチ・ベンダーとのサービス・レベルの合意に基づいて提供され
ます。

3. リスト・パネルで使用可能なコンテンツを確認し、適用する  Fixlet をダブルクリック
します。

4. 「説明」タブ内のテキストを確認します。
5. 「アクション」ボックス内の該当するリンクをクリックして、適用を開始します。

注:  重要なパッチ更新  (CPU) および推奨パッチ・クラスターのためのパッチを、
アクセス可能な  NFS 共有から適用する場合は、NFS  リポジトリーの絶対パスを入
力します。たとえば、"myServer:/Solaris/fileset repo" myServer:/

Local/Repo  です。
6. 「OK」をクリックします。
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Solaris 11 以降でのエンドポイントへのパッチ適用
BigFix  では、エンドポイントへの  Oracle サポート・リポジトリー更新  (SRU) の適用を、
オンライン上のリポジトリーから、またはローカル・リポジトリーから行うことができま
す。ローカル・リポジトリーを  Oracle Solaris リリースのリポジトリーから最新の  SRU に
よって更新するコンテンツを使用できます。
エンドポイントにパッチを適用する前に、以下の要件を満たしていることを確認してくだ
さい。

• BigFix Patch for Solaris では、Bourne  シェル・スクリプトを使用してエンドポイン
トにパッケージがインストールされます。Fixlet  を使用して正常にパッチが適用でき
るように、エンドポイントに  sh 互換シェルがインストールされていることを確認し
てください。

• 「Patches  for Solaris 11」サイトをサブスクライブしている。
• SRU のダウンロード時に“）））））））））））”エラーを避けるために、サーバーおよびリ

レーのキャッシュ・サイズ全体を拡張します。SRU  は巨大になる場合があり、イメー
ジ・ファイルあたり約  2.7 GB になることもあります。キャッシュを拡張しないと、
ダウンロードに失敗します。

• Oracle やその他の提供者が提供するリポジトリーを使用している場合は、エンドポ
イントをインターネットに接続する必要があります。

• 事前構成されたローカル・リポジトリーを使用している場合は、以下のステップを実
行します。

◦ BigFix クライアント  (BigFix client)をローカル・リポジトリーにインストールし
ます。

◦ 「Solaris  Image Packaging System リポジトリーの管理  (Solaris Image 

Packaging System Repository Management)」  (））））） 9)ダッシュボードを使
用して、ローカル・リポジトリーをエンドポイントに割り当てます。

◦ Solaris ダウンロード・プラグインを登録します。ダウンロード・プラグインに
ついての詳細は、『ダウンロード・プラグイン  (））））） )』を参照してく
ださい。

◦ ローカル・リポジトリーを更新する使用可能なタスクを実行して、最新の  SRU 

が格納されているようにします。たとえば、「Update  Repository for Solaris 

11.3 SRU 11.3.3.6.0 (x86)」などです。このタスクでは、Solaris  ダウンロー

https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/shared/c_download_plug-ins_solaris.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/shared/c_download_plug-ins_solaris.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/shared/c_download_plug-ins_solaris.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/shared/c_download_plug-ins_solaris.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/shared/c_download_plug-ins_solaris.html
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ド・プラグインを使用して必要な  SRU を  Oracle Solaris リリースのリポジト
リーからローカル・リポジトリーにダウンロードし、その  SRU を使用してエン
ドポイントにパッチを適用します。

このセクションでは、構成されたローカル・リポジトリーがすでに準備されていると仮定
して、Solaris  11 オペレーティング・システムにパッチを適用して特定の  SRU を行うため
の  Fixlet の使用方法について説明します。リポジトリーの作成について詳しくは、Oracle 
資料の  Web サイト  (http://docs.oracle.com  (））））） )) を参照してください。ローカ
ル・リポジトリーについては、ローカル・リポジトリー  (））））） 38)を参照してくださ
い。
「Patches  for Solaris 11」サイトの  Fixlet はパッケージを使用し、ご使用のリポジトリー構
成に応じて、Oracle  Solaris リリースのリポジトリーかローカル・リポジトリーのいずれか
から  SRU のパッチ適用を行います。デフォルトでは、パッケージは  Oracle Solaris リリー
スのリポジトリーからダウンロードされます。「Solaris  Image Packaging System リポジ
トリーの管理  (Solaris Image Packaging System Repository Management)」ダッシュボー
ドを使用することで、ローカル・リポジトリーを特定のエンドポイント用のパッケージ・
リポジトリーとして設定できます。
また、「pkg  を使用したパッケージのインストール」タスクを使用して  Solaris 11 エン
ドポイントにパッチを適用する方法もあります。このタスクを使用して、SRU  のすべて
のパッケージを適用したり、パッケージを個別に適用したりすることができます。詳しく
は、『Solaris 11 へのパッケージのインストール  (））））） 45)』を参照してください。

1. ナビゲーション・ツリーの「すべてのパッチ管理コンテンツ  (All Patch Management 

Content)」ノードで、「Fixlet  とタスク」  > 「サイト別」  > 「Solaris  11 向けパッ
チ」をクリックします。
Fixlet のリストが表示されます。

2. リストから、サポート・リポジトリー更新を適用するための  Fixlet を選択します。
たとえば、「Solaris  11.3 Support Repository Update 11.3.3.6.0」などです。

注:  該当する  SRU が構成済みリポジトリー内にあり使用可能であることを確認し
てください。そうでない場合、Fixlet  は機能しません。ステップ  2  (））））） 37)  の
例の場合、「Update  Repository for Solaris 11.3 SRU 11.3.3.6.0 (x86)」  Fixlet を適

http://docs.oracle.com
http://docs.oracle.com
http://docs.oracle.com
http://docs.oracle.com
http://docs.oracle.com
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用して、エンドポイントの更新に必要な  SRU コンテンツでリポジトリーを更新する
必要があります。

3. 「説明」タブ内のテキストを確認します。
4. 「アクション」ボックス内の該当するリンクをクリックして、適用を開始します。
5. 「OK」をクリックします。

ローカル・リポジトリー
BigFix  には、ローカル・リポジトリーを使用して  Solaris 11 のパッチ更新を格納する方法
が用意されています。
Solaris 11 では  Image Packaging System が使用されます。これは、ネットワーク・ベース
のパッケージ管理システムです。
組織での業務を適切に行うには、デプロイメント環境内のエンドポイントを定期的に更
新することが重要になります。ネットワークの制限により、Oracle  がホストするリポジ
トリーから最新の変更セットを取得できないことがよくあります。そのため、独自のロー
カル・パッケージ・リポジトリーを保守して、この制限を緩和するようにしてください。
ローカル・リポジトリーを使用すると、エンドポイントがアクセスする更新を制御するこ
とができます。
「pkg  を使用したパッケージのインストール  (Install packages by using pkg)」タスクを使
用して、ローカル・リポジトリー内のソフトウェア製品およびパッチをインストールする
ことができます。詳しくは、『Solaris パッケージの適用  (））））） 42)』を参照してくだ
さい。
現在の環境で、複数のローカル・リポジトリーを使用することができます。たとえば、あ
るローカル・リポジトリーを使用して  Oracle による  SRU の最新の変更をミラーリングし、
別のローカル・リポジトリーを使用して特定の  SRU だけを格納することができます。
BigFix  には、Solaris  11 エンドポイントにパッチを適用するために使用する、ローカル・
リポジトリーの構成を容易にするために、「Solaris  Image Packaging System リポジト
リーの管理  (Solaris Image Packaging System Repository Management)」ダッシュボー
ドが用意されています。ダッシュボードについて詳しくは、『「Solaris  Image Packaging 

System リポジトリーの管理  (Solaris Image Packaging System Repository Management)」
ダッシュボードの概要  (））））） 9)』  を参照してください。
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注:  Solaris 11/11、11.1、11.2、および  11.3 用の  Fixlet®  コンテンツにアクセスするに
は、「Patches  for Solaris 11」サイトをサブスクライブする必要があります。
Solaris 11 の詳細については、Oracle  の  Web サイト  (http://docs.oracle.com/cd/

E23824_01/html/E21803/repo_intro.html  (））））） )) を参照してください。

シングル・ユーザー・モードでのパッチ適用
コンピューターをシングル・ユーザー・モードにして、カーネル・レベルまたはクラス
ター・レベルのパッチ用に準備することが必要です。
デフォルトでは、BigFix  Solaris パッチ・ソリューションは、コンピューターの現在の実行
レベルで  Solaris パッチを適用します。通常、Solaris  コンピューターは実行レベル  3 つま
りマルチユーザー・モードを使用します。場合によっては、Solaris  パッチを正常に適用す
るために、シングル・ユーザー・モードが使用されます。
Patches for Solaris サイトおよび  Patches for Solaris Maintenance サイトでは、Solaris 
システムをシングル・ユーザー・モードにする「シングル・ユーザー・モード・タスク  - 

Solaris」タスク  (ID #28) が提供されています。
注:  シングル・ユーザー・モードのシステムでは、機能とネットワーク接続がきわめて

制限されています。シングル・ユーザー・モード・アクションの適用時にリモートでコン
ピューターに接続しているユーザーは切断されます。このアクションによる影響を把握し
ていない限り、システムをシングル・ユーザー・モードにしないでください。

シングル・ユーザー・モードのためのベースラインの作成
シングル・ユーザー・モード用に  Solaris パッチ  Fixlet を変更するためのベースラインを作
成します。

注:  以下のタスクを実行するには、BigFix  のデプロイメント環境に  Patches for Solaris 

サイトへのサブスクリプションが含まれている必要があります。

http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/E21803/repo_intro.html
http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/E21803/repo_intro.html
http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/E21803/repo_intro.html
http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/E21803/repo_intro.html
http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/E21803/repo_intro.html
http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/E21803/repo_intro.html
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シングル・ユーザー・モードで適用する  Solaris パッチ  Fixlet ごとに、以下のステップを実
行します。

1. BigFix コンソール  (BigFix console)の最上部の「ツール」メニューをクリックし
て、「ベースラインの新規作成」を選択します。

図  10. 「ツール」メニューからベースラインを作成

「ベースラインの作成」ウィンドウが開きます。
図  11. 「ベースラインの作成」ウィンドウ

2. 「名前」および「説明」  (「
推奨パッチ・クラスター 

 - Solaris 10 
(シングル・ユーザー・

モード)
」など)  を入力します。
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図  12. 「ベースラインの作成」ウィンドウの「説明」タブ

3. 「コンポーネント」タブをクリックします。
図  13. 「ベースラインの作成」ウィンドウの「コンポーネント」タブ

4. 「コンポーネント」タブで、次の項目を
「コンポーネント・グループ 

 
1」

に追加し、次の
順序に並ぶようにします。
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a. 「シングル・ユーザー・モード・タスク  - Solaris」  (Patches for Solaris サイ
ト内の  ID #28)。

b. Patches for Solaris サイトで入手可能な  1 つ以上の  Solaris パッチ  Fixlet。
c. パッチの要件に応じて、次のいずれかを選択します。

• 再起動タスク  - Solaris  (Patches for Solaris サイト内の  ID #32)

• 再起動して再設定タスク  - Solaris  (Patches for Solaris サイト内の  ID #30)

5. 「OK」をクリックし、「秘密鍵のパスワード」に値を入力します。これで、シング
ル・ユーザー・モードで指定した  Solaris パッチにベースラインを適用できます。

Solaris パッケージの適用
ユーザーは、BigFix  クライアントがインストールされている  Solaris コンピューターに適用
するパッケージの種類を制御できます。
BigFix  には  2 つの異なるソリューションが用意されており、さまざまなバージョンの 
Solaris エンドポイントでパッケージをインストールおよび更新できます。

Solaris 10 以前のパッケージのインストール
Solaris パッケージ適用ウィザードを使用すると、Solaris  パッケージのエンドポイントへの
適用を簡単に行うことができます。
以下の要件を満たしていることを確認してください。

• 「Patches  for Solaris」サイトをサブスクライブしている。
• 適用する  Solaris パッケージをダウンロードしてある。
• ディスク・スペースの問題を回避するために、必要なオプションを指定し

て、「Solaris  適用ウィザード・パッケージの消去」タスク  (ID #24) を実行します。
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1. 「パッチ管理」ドメインから「OS  ベンダー」  > 「Sun  Microsystems Solaris」  > 

「設定」  > 「Solaris  パッケージ適用ウィザード」をクリックします。
図  14. 「Solaris  パッケージ適用ウィザード」ナビゲーション・ツリー

2. 適用する  Solaris パッケージ  (パッチかクラスターのいずれか)  を選択します。
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図  15. Solaris パッケージ適用ウィザード

3. 1 回限りのアクションを作成するにはチェック・ボックスをクリックし、再使用でき
る  Fixlet を作成するには空白のままにします。

4. 完了したら、「作成」をクリックします。次のような進行状況ウィンドウが表示され
ます。

図  16. アーカイブの作成

5. 最初のタスク・ウィンドウで、「OK」をクリックし、「アクション」ボックス内を
クリックして適用を開始します。
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図  17. 「Solaris  パッケージの適用」タスクの「説明」タブ

6. 「アクションの実行」ダイアログで、ウィンドウの最上部に並ぶタブを使用してこの
アクションに対するパラメーターを設定し、「OK」をクリックします。ウィザード
がこのアクションをクライアントに適用します。

Solaris 11 へのパッケージのインストール
「pkg  を使用したパッケージのインストール」タスクを使用して、ローカル・リポジト
リーまたは  Oracle やその他のパブリッシャーが提供するリポジトリーを使用している 
Solaris 11 以降のエンドポイントでパッケージをインストールおよび更新します。
以下の要件を満たしていることを確認してください。

• インストール・タスクにアクセスするために、「Patches  for Solaris 11」サイトを
サブスクライブします。

• Oracle やその他の提供者が提供するリポジトリーを使用している場合は、エンドポ
イントをインターネットに接続する必要があります。

• 事前構成されたローカル・リポジトリーを使用している場合は、それをエンドポ
イントに割り当てる必要があります。詳しくは、ローカル・リポジトリー  (））））） 
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38)  または「Solaris  Image Packaging System リポジトリーの管理  (Solaris Image 

Packaging System Repository Management)」ダッシュボードの概要  (））））） 9)を参
照してください。

「pkg  を使用したパッケージのインストール」タスクでは、Image  Packaging System 

(IPS) のクライアント取得コマンドを実行して、構成済みリポジトリー内にあるパッケージ
を使用することでソフトウェア製品とパッチを配布してインストールします。
エンドポイントにインストールするパッケージの種類は、パッケージ名を使用して指定で
きます。パッケージ名は、スラッシュ  (/) 文字で区切られた任意の数のコンポーネントに
よって階層化されています。パッケージ名について詳しくは、Oracle  製品関連資料  (http://

docs.oracle.com/cd/E26502_01/html/E28984/ghyer.html#fmri  (））））） )) を参照して
ください。
エンドポイントのすべてのインストール済みパッケージを、構成済みリポジトリー内にあ
る、より新しい選択可能なバージョンを使用して更新することもできます。
使用可能なアクションのための  pkg コマンドは以下のとおりです。

pkg install <package_name1> <package_name2>

特定の名前のパッケージを更新またはインストールします。複数のパッケー
ジの更新やインストールを行うことができます。パッケージ名を区切るため
に、スペースを使用してください。

pkg update

エンドポイントのすべてのインストール済みパッケージを更新します。
pkg install  コマンドおよび  pkg update  コマンドでは、コマンド・オプションが追加フ
ラグとしてサポートされます。例:--accept. これらのコマンドについて詳しくは、Oracle 
製品関連資料  (http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/E21796/pkg-1.html  (））））） 

)) を参照してください。
「pkg  を使用したパッケージのインストール」タスクには、パッケージをエンドポイント
にインストールすることなくパッケージのインストールについてテストするアクションも
用意されています。

http://docs.oracle.com/cd/E26502_01/html/E28984/ghyer.html#fmri
http://docs.oracle.com/cd/E26502_01/html/E28984/ghyer.html#fmri
http://docs.oracle.com/cd/E26502_01/html/E28984/ghyer.html#fmri
http://docs.oracle.com/cd/E26502_01/html/E28984/ghyer.html#fmri
http://docs.oracle.com/cd/E26502_01/html/E28984/ghyer.html#fmri
http://docs.oracle.com/cd/E26502_01/html/E28984/ghyer.html#fmri
http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/E21796/pkg-1.html
http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/E21796/pkg-1.html
http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/E21796/pkg-1.html
http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/E21796/pkg-1.html
http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/E21796/pkg-1.html
http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/E21796/pkg-1.html
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1. 「パッチ管理」ドメインから「OS  ベンダー」  > 「Sun  Microsystems Solaris」  > 

「設定」  > 「タスク」をクリックします。
2. 「pkg  を使用したパッケージのインストール」タスクを選択します。
3. タスク・ペインで、説明を確認し、「アクション」ボックス内の指示に従ってタスク

を開始します。
4. 選択したアクションに応じて必要な情報を入力し、「OK」をクリックします。

注:  エンドポイントにインストールされているすべてのパッケージを更新するに
は、パッケージをインストールするためのアクションを選択します。ただし、パッ
ケージ名は指定しないでください。

5. 「アクションの実行」ペインで、パッケージをインストールまたは更新するエンドポ
イントを選択します。

6. 「OK」をクリックします。
「Image  Packaging System の結果」分析を使用すると、「pkg  を使用したパッケージの
インストール」タスクを実行してインストールを行った  IPS パッケージが、エンドポイン
トに正常にインストールされたかどうかを確認できます。詳しくは、『インストールされ
ているパッケージの情報の取得  (））））） 47)』を参照してください。

インストールされているパッケージの情報の取得
Solaris 10 および  11 のエンドポイントにインストールされているすべてのパッケージのリ
ストは、BigFix  コンソールで分析をアクティブ化することにより取得できます。
該当する分析をアクティブ化して、ご使用の  Solaris バージョンにインストールされている
パッケージを示す最新のリストを収集します。

インストールされているパッケージ  - Solaris 10

この分析は、pkgadd  コマンドを使用して  Solaris 10 にインストールされた
パッケージに関する情報を取得します。この分析から、該当するパッケージ
名とバージョン番号を示すリストを取得できます。このリストには、他のコ
マンドを使用してインストールされたパッケージは含まれません。
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この分析にアクセスするには、「Patches  for Solaris」サイトをサブスクラ
イブしている必要があります。

インストールされているパッケージ  - Solaris 11

この分析は、pkg install  コマンドを使用して  Solaris 11 エンドポイントに
インストールされたパッケージに関する情報を取得します。この分析から、
該当するパッケージ名とバージョン番号を示すリストを取得できます。この
リストには、他のコマンドを使用してインストールされたパッケージは含ま
れません。
この分析にアクセスするには、「Patches  for Solaris 11」サイトをサブスク
ライブしている必要があります。

Image Packaging System の結果
この分析は  pkg list  コマンドを使用し、「pkg  を使用したパッケージのイ
ンストール」タスクが最後に適用された時点を基準にして、適用前と適用後
のインストール済み  Image Packaging System (IPS) パッケージのリストを取
得します。この分析は、Solaris  11 以降のエンドポイントのみを対象として
います。
この分析にアクセスするには、「Patches  for Solaris 11」サイトをサブスク
ライブしている必要があります。

この分析の情報は、パッチのインストールが正しく実行されたかどうかを検証するための
ベースラインとして使用できます。
インストールされているパッケージをコンソールで表示することによって、システム管理
者が実際のエンドポイントにログオンする手間を省くことができます。

1. パッチ管理ドメインから、「すべてのパッチの管理」  > 「分析」をクリックします。
2. 該当する分析をクリックします。
3. 「アクティブ化」をクリックします。
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エンドポイントのアップグレード・リストの取得
利用可能な更新のあるパッケージがインストールされている  Solaris 10 および  11 のエンド
ポイントのリストは、BigFix コンソール  (BigFix console)で分析をアクティブ化することに
より取得できます。
該当する分析をアクティブ化して、更新が必要な  Solaris エンドポイントのリストを収集し
ます。

エンドポイントのアップグレード・リスト  - Solaris 10

この分析により、Oracle  のオペレーティング・システムに対する最新の利
用可能な更新を適用できる  Solaris 10 エンドポイントのリストを取得できま
す。このリストには、該当する各エンドポイントとそのオペレーティング・
システムの現在のバージョン番号が示されます。
この分析は、最近公開された  Solaris OS リリース  (現時点では  U11) に対する
更新、および  Oracle サポート  Web サイト上で公開される一連の各種フィッ
クスが含まれたカーネル・パッチ更新があるかどうかを確認します。
この分析にアクセスするには、「Patches  for Solaris」サイトをサブスクラ
イブします。

エンドポイントのアップグレード・リスト  - Solaris 11

注:  この分析をアクティブ化する前に、「使用可能なパッケージ更新の
確認  - Solaris 11」タスクを  1 回以上使用して、pkg update -n  コマンドを
エンドポイントに対して実行しておく必要があります。出力は  /var/opt/
BESClient/IPSData/pkg_upgrade_output.txt  ファイルに格納され、 
この分析で使用されます。
この分析により、構成済みリポジトリー内に利用可能な更新のあるパッケー
ジが含まれている  Solaris 11 エンドポイントを検出することができます。こ
の分析から、インストールまたは更新が可能なパッケージに対応する番号が
示されたエンドポイントのリストを取得できます。出力ファイルの状態、お
よびそれらのエンドポイントが更新のために最後にスキャンされた日付も示
されます。
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トラブルシューティングには、pkg_upgrade_output.txt  ファイルを使用でき
ます。

重要:  「使用可能なパッケージ更新の確認  - Solaris 11」タスクを定期的
に実行して、最新のコンテンツを収集するようにしてください。
「Patches  for Solaris 11」サイトをサブスクライブして、「エンドポイント
のアップグレード・リスト  - Solaris 11」分析と「使用可能なパッケージ更新
の確認  - Solaris 11」タスクにアクセスできるようにしてください。

各エンドポイントの状態を個別に確認する手間を省くには、アップグレードする必要があ
るエンドポイントを  1 つの統合ビューに表示します。

1. パッチ管理ドメインから、「すべてのパッチの管理」  > 「分析」をクリックします。
2. 該当する分析をクリックします。
3. 「アクティブ化」をクリックします。

パッチのアンインストール
「Solaris  パッチ・ロールバック・ウィザード」を使用して、Solaris  9 および  10 のコン
ピューターから  Solaris パッチをアンインストールできます。

注:  「Solaris  パッチ・ロールバック・ウィザード」の結果は、環境内のさまざまな要
因によって異なる可能性があります。
ナビゲーション・ツリーで「OS  ベンダー」をクリックし、「Sun  Microsystems 

Solaris」、および「Solaris  パッチ・ロールバック・ウィザード」をクリックします。
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図  18. 「Solaris  パッチ・ロールバック・ウィザード」ナビゲーション・ツリー

詳細結果を表示するために使用する  Patchrm Output  プロパティーをアクティブ化するリン
クをクリックします。

図  19. Solaris パッチ・ロールバック・ウィザード
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図  20. 「プロパティーの作成」ウィンドウ

名前空間を入力し、出力を評価する間隔を選択します。「OK」をクリックします。ウィ
ザードに戻ると、以下に示すメッセージが注記として表示されます。

図  21. 「Solaris  パッチ・ロールバック・ウィザード」に表示される取得プロパ
ティー

ドロップダウン・メニューから  Solaris パッチを選択するか、アンインストールするパッチ
のパッチ  ID を入力します。
「終了」をクリックします。「アクションの実行」ダイアログが開きます。
ウィンドウ上部のタブを使用して、このアクションのパラメーターを設定します。「OK」
をクリックし、「秘密鍵のパスワード」に値を入力します。ウィザードがこのアクション
をクライアントに適用します。
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置き換えられる  Fixlet
置き換えられる  Fixlet とは、古いパッチ・パッケージを含んだ  Fixlet のことです。Fixlet  が
置き換えられると、新しいバージョンのパッケージが含まれた新規  Fixlet が存在するよう
になります。
置き換えられた  Fixlet は、Fixlet  名の末尾にある  (））））)  で識別できます。

図  22. リスト・パネルの置き換えられる  Fixlet のビュー

新規  Fixlet の名前と  ID は、置き換えられた  Fixlet の説明で確認できます。
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図  23. 新規  Fixlet の  ID を示す、置き換えられた  Fixlet の説明

置き換えられた  Fixlet の有効化
置き換えられた  Fixlet を有効化すると以前のバージョンの  Solaris パッチをインストールで
きます。
置き換えられたパッチとは、Oracle  から廃止を宣言されたパッチのことで、通常は新バー
ジョンのパッチで置き換えられています。
「置き換えられた  Solaris パッチの評価を有効化」  タスク  (Patches for Solaris サイトと 
Patches for Solaris Maintenance サイトの  ID #13) を使用すると、以前のバージョンの 
Solaris パッチをクライアントにインストールすることができます。
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1. 「パッチ管理」ドメインのナビゲーション・ツリーで、「OS  ベンダー」ノードを展
開します。

2. 「Sun  Microsystems Solaris」ノードを展開し、「設定」を選択します。
3. リスト・パネルで、「置き換えられた  Solaris パッチの評価を有効化」タスクを選択

します。
タスク・ウィンドウが開きます。

4. 「アクション」ボックス内の置き換えられた  Solaris パッチの評価を有効化するため
のリンクを選択します。
「アクションの実行」ダイアログ・ボックスが開きます。

5. ウィンドウ上部のタブを使用して、このアクションのパラメーターを設定します。
6. アクションを適用してください。アクションの適用について詳しくは、『BigFix  ））

））））））））））））））  (新しいウィンドウで開きます)  (））））） )』を参照してくださ
い。

https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/platform/Platform/Console/c_introducing_tivoli_endpoint_ma.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/platform/Platform/Console/c_introducing_tivoli_endpoint_ma.html
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第  4 章.  Solaris ゾーンのパッチ適用
Patch Management for Solaris は、Solaris  10 のエンドポイントにおける、ゾーンへのパッ
チ適用をサポートします。

注:  本書では、））））））））））という用語を使用しますが、これは））））））））のことで
す。
「Patches  for Solaris」サイトには、グローバルおよび非グローバル  (ルート全体)  のゾー
ン・パッチ適用に対応する  Fixlet コンテンツが含まれています。
Solaris ゾーン・テクノロジーは、ソフトウェア・アプリケーションとサービスの切り分け
を可能にすることで、リソースを効率的に管理および使用する手段を提供します。

注:  本書は、Solaris  ゾーンを作成および構成するための手順には対応していません。
ゾーンについての詳しい情報は、『  Oracle ）））））））））: Oracle Solaris ））））） - ））））））

） Oracle Solaris ））） 』(http://docs.oracle.com/cd/E19044-01/sol.containers/817-1592/

index.html  (））））） )) を参照してください。
Oracle は  SUNW_PKG_ALLZONES  パッチ・パッケージを使用して、パッチ・タイプを判
別します。グローバルおよび非グローバルの両方のゾーンにインストールできるの
は、SUNW_PKG_ALLZONES=true  に設定されているパッチのみです。Oracle  はグローバル・
ゾーンに強制インストールし、次に、その変更内容をすべての非グローバル・ゾーンに伝
搬させます。このようなパッチの  Fixlet コンテンツでは、インストール・アクションは  1 

つのみです。
SUNW_PKG_ALLZONES=false  に設定されているパッチは、グローバル・ゾーンまたは非グ
ローバル・ゾーンのいずれかにインストールできます。このようなパッチの  Fixlet コンテ
ンツでは、2  つのインストール・アクションが行われます。
ゾーン・パッチ適用の方法について詳しくは、グローバル・ゾーンおよび非グローバル・
ゾーンのパッチ適用  (））））） 58)を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19044-01/sol.containers/817-1592/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E19044-01/sol.containers/817-1592/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E19044-01/sol.containers/817-1592/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E19044-01/sol.containers/817-1592/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E19044-01/sol.containers/817-1592/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E19044-01/sol.containers/817-1592/index.html
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グローバル・ゾーンでのクライアントの構成
ネットワーク内のコンピューターに  BigFix クライアント  (BigFix client)  をインストールす
る場合、デフォルトでグローバル・ゾーンにインストールされます。グローバル・ゾーン
はデフォルトのゾーンであり、他のゾーンが構成されていない場合でも必ず存在します。
クライアントをオプションで非グローバル・ゾーンにインストールする前に、まずグロー
バル・ゾーンにインストールする必要があります。
Solaris システムへのクライアントの手動インストールについては、「Solaris のインストー
ル手順  (））））） )」を参照してください。

非グローバル・ゾーンでのクライアントの構成
Solaris ゾーン環境では、BigFix クライアント  (BigFix client)  をオプションで非グローバ
ル・ゾーンにインストールする前に、まずグローバル・ゾーンにインストールする必要が
あります。通常、クライアントがすでにグローバル・ゾーンにインストールされている場
合、非グローバル・ゾーンに別途インストールする必要はありません。これには例外が  1 

つあり、それはクライアント・バイナリーが非グローバル・ゾーンで使用不可である場合
です。
クライアント・バイナリーが非グローバル・ゾーンで使用可能である場合、必要な作業
は、非グローバル・ゾーンの  /etc/opt/BESClient/  ディレクトリーにマストヘッド 
actionsite.afxm  ファイルを保存するだけです。
非グローバル・ゾーンは、グローバル・ゾーンとは別のエンティティーとして報告されま
す。たとえば、2  つの非グローバル・ゾーンを設定している場合、コンソールにそのマシ
ンの  3 つのインスタンスが表示されます。非グローバル・ゾーンのエンドポイントは、こ
れらのインスタンスのホスト名によって識別されるため、必ず記述名を使用するようにし
てください。

https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/platform/Platform/Installation/c_solaris_installation_instructi.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/platform/Platform/Installation/c_solaris_installation_instructi.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/platform/Platform/Installation/c_solaris_installation_instructi.html
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https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/platform/Platform/Installation/c_solaris_installation_instructi.html
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グローバル・ゾーンおよび非グローバル・ゾーンのパッチ適用
「Patches  for Solaris」サイトの  Fixlet でグローバル・ゾーンおよび非グローバル・ゾーン
にパッチを適用することにより、これらのゾーンを保護します。

• 非グローバル・ゾーンが正しく構成されていることを確認します。非グローバル・
ゾーンの構成について詳しくは、『Oracle System Administration Guide』(http://

docs.oracle.com/cd/E19044-01/sol.containers/817-1592/z.conf.start-29/index.html 

(））））） )) を参照してください。
• 各非グローバル・ゾーンが個別のエンドポイントとしてコンソールに報告されて

いることを確認します。『非グローバル・ゾーンでのクライアントの構成  (））））） 

57)』を参照してください。
• Solaris ダウンロード・プラグインを登録します。『Solaris ダウンロード・プラグイ

ンの登録  (））））） 16)』を参照してください。
• 「Solaris  ゾーン・サポート  (Solaris Zone Support)」  タスク  (ID #1) を実行しま

す。このタスクは、クライアントが実行されているゾーンのタイプを識別します。次
に、特定のパッチ・コンテンツがそのゾーンに適用可能かどうかを判別します。

SUNW_PKG_ALLZONES=false  変数が設定されている  Fixlet のみが、他のゾーンに影響を与え
ることなく、単一ゾーンにパッチを適用できます。

1. 「パッチ管理」ドメインから「OS  ベンダー」  > 「Sun  Microsystems Solaris」  > 

「Patches  for Solaris」をクリックします。
2. リスト・パネルに表示されたコンテンツの中から、適用する  Fixlet を選択します。作

業域で  Fixlet が開きます。
3. Fixlet の詳細を確認するには、ウィンドウの上部にあるタブをクリックします。
4. 「アクションの実行」をクリックし、Fixlet  を適用するためのアクションを選択しま

す。

http://docs.oracle.com/cd/E19044-01/sol.containers/817-1592/z.conf.start-29/index.html
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• グローバル・ゾーンおよび非グローバル・ゾーンにパッチ適用するには、「こ
ちらをクリックして、適用プロセスを開始」を選択します。

• グローバル・ゾーンのみにパッチを適用するには、「こちらをクリックして、
現在のゾーンのみに適用プロセスを開始  (Click here to initiate the deployment 

process for the current zone only)」を選択します。
• 指定した非グローバル・ゾーンのみにパッチ適用するには、「こちらをクリッ

クして、現在のゾーンのみに適用プロセスを開始  (Click here to initiate the 

deployment process for the current zone only)」を選択します。
図  24. ゾーンへのパッチ適用時の  Fixlet のアクション

代わりに、「アクション」ボックス内で該当するリンクをクリックすることもできま
す。

5. 「アクションの実行」ダイアログでは、追加のパラメーターを設定することができま
す。終了したら「OK」をクリックしてください。
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グローバル・ゾーンおよび非グローバル・ゾーンでのパッチの削除
Solaris パッチ・ロールバック・ウィザードを使用して、グローバル・ゾーンまたは非グ
ローバル・ゾーン、あるいはその両方で、パッチ・パッケージを削除し、以前に保存した
ファイルを復元します。このウィザードは、patchrm  コマンドを使用してアクションを実
行する  Fixlet を作成します。

• 各非グローバル・ゾーンが個別のエンドポイントとしてコンソールに報告されて
いることを確認します。『非グローバル・ゾーンでのクライアントの構成  (））））） 

57)』を参照してください。
• 「Solaris  ゾーン・サポート  (Solaris Zone Support)」  タスク  (ID #1) を実行しま

す。このタスクは、クライアントが実行されているゾーンのタイプを識別します。次
に、特定のパッチ・コンテンツが対象のゾーンに適用可能かどうかを判別します。

• グローバル・ゾーンまたは非グローバル・ゾーンから削除する  Solaris パッケージの
パッチ  ID とリビジョン番号を判別します。

• SUNW_PKG_ALLZONES  パッチ・パッケージがどのように設定されているかを
確認します。このパッケージ・パラメーターについて詳しくは、『Oracle 

System Administration Guide』(http://docs.oracle.com/cd/E19044-01/

sol.containers/817-1592/z.pkginst.ov-12/index.html  (））））） )) を参照してくだ
さい。

以下の要因間での相互作用により、グローバル・ゾーンおよび非グローバル・ゾーン内の
パッチの削除が決まります。

• SUNW_PKG_ALLZONES  variable

• patchrm -G  オプション
これらのファクタリング・パラメーターについて詳しくは、『System Administration 

Command Guide』(http://docs.oracle.com/cd/E19253-01/816-5166/patchrm-1m/

index.html  (））））） )) を参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E19044-01/sol.containers/817-1592/z.pkginst.ov-12/index.html
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注:  元のファイルをバックアップせずに、選択したパッチがインストールされた場合、
またはそのパッチが他のインストール済みパッチで必要である場合、パッチはアンインス
トールされず、アクションは失敗します。

1. 「パッチ管理」ドメインから「OS  ベンダー」  > 「Sun  Microsystems Solaris」  > 

「設定」  > 「Solaris  パッチ・ロールバック・ウィザード」をクリックします。
2. 詳細結果を表示するために使用する  Patchrm Output  プロパティーをアクティブ化す

るリンクをクリックします。
図  25. Solaris パッチ・ロールバック・ウィザード

3. 名前空間を入力し、出力を評価する間隔を選択します。次に「OK」をクリックしま
す。
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図  26. Patchrm Output のアクティブ化

4. 削除対象の  Solaris パッチの  パッチ  ID を選択または入力して、「完了」をクリック
します。「アクションの実行」ダイアログが開きます。

5. 必要とする作業によって、適切な手順に従ってください。
• グローバル・ゾーンおよび非グローバル・ゾーンからパッチを削除するには、

以下の手順を実行します。
a. 指定したパッチの  SUNW_PKG_ALLZONES  フラグが  true  に設定されている

ことを確認します。
b. グローバル・ゾーンのインスタンスを表すエンドポイントをターゲット

として選択します。
• グローバル・ゾーンのみからパッチを削除するには、以下の手順を実行しま

す。
a. 指定したパッチの  SUNW_PKG_ALLZONES  フラグが  false  に設定されている

ことを確認します。
b. アクション・スクリプトに  -G  オプションを追加します。
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図  27. アクション・スクリプトでの  patchrm -G オプションの
追加

c. グローバル・ゾーンのインスタンスを表すエンドポイントをターゲット
として選択します。

• 非グローバル・ゾーンのみからパッチを削除するには、以下の手順を実行しま
す。

a. 指定したパッチの  SUNW_PKG_ALLZONES  フラグが  false  に設定されている
ことを確認します。

b. 非グローバル・ゾーンのインスタンスを表すエンドポイントをターゲッ
トとして選択します。

6. 「OK」をクリックします。



第  5 章.  Solaris Live Upgrade のサポート
Solaris 9 および  10 のコンピューターの代替ブート環境へのパッチ・インストール時に、シ
ステムのダウン時間およびリスクを管理するには、Solaris  Live Upgrade ツールを使用しま
す。
はじめに
通常、Solaris  コンピューターの代替ブート環境は、ルート・ファイル・システム全体を
コピーすることによって作成されます。Solaris  Live Upgrade を使用すると、元のブート
環境が稼働している間に、非アクティブ状態の複製ブート環境にパッチが適用されます。
パッチ処理が完了した後、コンピューターを再始動して、代替ブート環境を使用できま
す。Solaris  Live Upgrade についての詳細は、次の  Oracle 製品関連資料の『Solaris  Live 

Upgrade 2.0 Guide』を参照してください。http://www.oracle.com/technetwork/indexes/

documentation/index.html  (））））） ).

図  28. Solaris Live Upgrade の概要

Solaris Live Upgrade は、セキュリティー・パッチ、推奨パッチ、および重要パッチ更新の
パッチ管理をサポートします。関連  Fixlet は、Patches  for Solaris Live Upgrade サイトに用
意されています。

http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.html
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ロードマップ
Solaris Live Upgrade を使用するには、以下のステップを実行します。

1. ダウンロード・プラグインが有効であることを確認します。
2. 「Solaris  ライブ・アップグレードを使用可能にする」タスクを実行します。

『「Solaris  ライブ・アップグレードを使用可能にする」タスクの実行  (））））） 

66)』のステップを参照してください。
3. パッチの適用先の非アクティブなブート環境に  BigFix  クライアントがインストー

ル済みであることを確認します。詳しくは、『BigFix クライアントのインストール 
(））））） 70)』を参照してください。

4. ブート環境へのパッチ適用のプロセスは、次のように、システム環境によって異なり
ます。

• システム上に非アクティブなブート環境が  1 つのみある場合は、パッチ適用に
進みます。パッチ適用についての詳細は、Fixlet を使用したパッチの適用  (）））

）） 34)を参照してください。次に、ステップ  5  (））））） 65)  に進みます。
• 非アクティブなブート環境が複数ある場合、「Solaris  ブート環境の管理」ダッ

シュボードから  Live Upgrade 用のブート環境を  1 つ選択する必要があります。
このタスクについて詳しくは、Live Upgrade 用の非アクティブなブート環境の
選択  (））））） 71)を参照してください。
ダッシュボードについて詳しくは、『「Solaris  ブート環境の管理」ダッシュ
ボードの概要  (））））） 67)』  を参照してください。

5. 新たにパッチを適用したブート環境をアクティブにします。詳しくは、『非アクティ
ブなブート環境のアクティブ化  (））））） 72)』を参照してください。

注:  コンピューターをリブートする直前に選択したブート環境をアクティブにす
る必要があります。

6. 代替ブート環境へリブートします。詳しくは、『代替ブート環境へのリブート  (）））

）） 74)』を参照してください。
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「Solaris  ライブ・アップグレードを使用可能にする」タスクの実行
Solaris Live Upgrade を正しく使用するには、すべての  Solaris コンピューター上で
「Solaris  ライブ・アップグレードを使用可能にする」タスクを適用する必要があります。
「Solaris  ライブ・アップグレードを使用可能にする」タスク  (ID #2) にアクセスするに
は、「Patches  for Solaris Live Upgrade」サイトにサブスクライブする必要があります。
「Solaris  ライブ・アップグレードを使用可能にする」  タスクによって、Solaris  コン
ピューター上の非アクティブなブート環境とそのパッチ・レベルが判別されます。

1. 「パッチ管理」ドメインから「パッチ管理」  > 「Fixlet  とタスク」をクリックしま
す。

2. 「Solaris  ライブ・アップグレードを使用可能にする」をクリックします。
図  29. 「Solaris  ライブ・アップグレードを使用可能にする」タスク

3. アクションを実行します。
これで、各  Solaris コンピューターの非アクティブなブート環境が「Solaris  ブート環境の
管理」ダッシュボードに表示されます。
非アクティブなブート環境が  1 つだけあるシステムの場合は、その非アクティブなブート
環境が自動的に選択されて、Solaris  Live Upgrade を使用します。Solaris  Live Upgrade の
すべての  Fixlet が関連付けられます。
非アクティブなブート環境が  1 つのみのシステムを使用している場合は、Fixlet  を使用し
て、ブート環境のパッチ適用を開始できます。



Patch for Solaris  | 5 - Solaris Live Upgrade のサポート  | 67

非アクティブなブート環境が複数ある場合、「Solaris  ブート環境の管理」ダッシュボード
を使用して、どの非アクティブなブート環境が  Solaris Live Upgrade を使用するかを特定す
る必要があります。

「Solaris  ブート環境の管理」ダッシュボードの概要
Patch Management for Solaris には、Solaris  Live Upgrade のブート環境を管理するための
ダッシュボードが備えられています。
「Solaris  ブート環境の管理」ダッシュボードを使用して、以下のタスクを実行できます。

• BigFix  クライアントを非アクティブなブート環境にインストールします。
• Live Upgrade 用の非アクティブなブート環境を選択します。
• 非アクティブなブート環境をアクティブにします。
• システムをリブートし、アクティブにした環境をブートします。

ダッシュボードを使用する前に、以下のタスクおよび分析を適用する必要があります。
• Solaris ライブ・アップグレードを使用可能にする  - Patches for Solaris Live Upgrade 

サイトの  ID #2。このタスクについての詳細は、『「Solaris  ライブ・アップグレード
を使用可能にする」タスクの実行  (））））） 66)』を参照してください。

• ブート環境情報  - Patches for Solaris Live Upgrade サイトの  ID #5。この分析
で、Solaris  コンピューターからブート環境データが得られます。

注:  Windows 2008 および  Windows 2012 R2 の場合、ダッシュボードが適切に表示され
るようにするには、最新バージョンの  Shockwave Flash Object をインストールする必要が
あります。
ナビゲーション・ペインからダッシュボードにアクセスするには、「パッチ管理」  > 「す
べてのパッチの管理」  > 「ダッシュボード」  > 「Solaris  ブート環境の管理」をクリックし
ます。
ダッシュボードは、「Solaris  コンピューター」および「非アクティブ・ブート環境」の  2 

つのテーブルに分かれています。
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図  30. 「Solaris  ブート環境の管理」ダッシュボード

「Solaris  コンピューター」テーブルには、現在のデプロイメント環境内の  Solaris コン
ピューターがすべて表示されます。以下のような情報が表示されます。

• ホスト名
• IP アドレス
• インストール済みオペレーティング・システムのバージョン
• アクティブなブート環境の名前
• アクティブなブート環境にインストールされたクライアントのバージョン
• 各コンピューターのブート環境数

複数の  Solaris コンピューターを選択して、対応するすべてのブート環境を  1 つの統合
ビューに表示できます。
ダッシュボードには、各ブート環境の状況が示されます。そこには、Live  Upgrade 用の
ブート環境が選択されているかどうかや、システムの再始動時に実行するブート環境とし
て選択されたかどうかが示されます。
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ダッシュボードではまた、BigFix  クライアントがブート環境にインストールされている
かどうかも判別できます。クライアントがインストール済みである場合、それに対応する
バージョンがダッシュボードに表示されます。
このダッシュボードには、Solaris  コンピューターとブート環境用のライブ・キーワード検
索機能が用意されています。コンピューターの命名規則またはブート環境名に基づいて検
索を行うことができます。

図  31. コンピューターまたはブート環境名の検索

BigFix  クライアントのインストール時の動作
非アクティブなブート環境にインストールされるクライアントのバージョンは、実行中の
ブート環境内にあるクライアントのバージョンによって異なります。
非アクティブなブート環境へのクライアントのインストールの処理は、次のような、非ア
クティブなブート環境の状態によって異なります。

クライアントなしの非アクティブなブート環境
アクティブなブート環境にある利用可能な最新のマイナー・バージョンのク
ライアントが、非アクティブなブート環境にインストールされます。

アクティブなブート環境より前のバージョンのクライアントが存在する非アクティブ
なブート環境

非アクティブなブート環境内のクライアントは、アクティブなブート環境内
の最新のマイナー・バージョンのクライアントにアップグレードされます。

アクティブなブート環境より後のバージョンのクライアントが存在する非アクティブ
なブート環境

非アクティブなブート環境内のクライアントは、未変更のままになります。
たとえば、以下のようにします。
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Server Version: 8.2.1175

Running boot environment client version: 8.1.608 

                  (Latest available version is 8.1.634)

Inactive BE_First client version: 8.0.584 

                  (Latest available version is 8.0.627)

Inactive BE_Second client version: 8.2.1078 

                  (Latest available version is 8.2.1372)

Inactive BE_Third client version: 8.1.608

Inactive BE_Fourth client not installed.

 

Output:

BE_First: Version is upgraded to 8.1.634

BE_Second: No changes (Version remained at 8.2.1078)

BE_Third: Version upgraded to 8.1.634

BE_Fourth: Version 8.1.634 is installed

BigFix  クライアントのインストール
Solaris Live Upgrade を正しく使用するには、BigFix  クライアントをすべてのブート環境に
インストールする必要があります。
クライアントは、「Solaris  ブート環境の管理」ダッシュボードからインストールできま
す。「Solaris  ブート環境の管理」ダッシュボードからクライアントをインストール方法に
ついての詳細は、BigFix クライアントのインストール時の動作  (））））） 69)を参照してく
ださい。
クライアントがブート環境にインストールされていない場合は、ダッシュボードから  Live 

Upgrade 用のブート環境を選択できません。
注:  デフォルトでは、クライアントがインストールされていない非アクティブなブート

環境が  1 つのみあるシステムが、Live  Upgrade 用に選択されます。
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1. 「Solaris  ブート環境の管理」ダッシュボードから、クライアントのインストール先
の非アクティブなブート環境を選択します。

2. 「クライアントのインストール」をクリックします。
図  32. 非アクティブなブート環境への  BigFix  クライアントのインストー
ル

「アクションの実行」ダイアログが開きます。「アクションの実行」ダイアログにつ
いて詳しくは、『  BigFix））））））））））））））））』を参照してください。

3. ブート環境が所属するコンピューターを選択します。
4. 「OK」をクリックします。

通常、対象のコンピューターからアクションの状態が報告されるまでに数分かかりま
す。

これで、選択したブート環境にクライアントがインストールされました。

Live Upgrade 用の非アクティブなブート環境の選択
パッチの適用先の非アクティブなブート環境を選択するには、「Solaris  ブート環境の管
理」ダッシュボードを使用します。
Live Upgrade 用に選択するブート環境にクライアントをインストールする必要がありま
す。
Live Upgrade を使用する  2 つのブート環境を同じコンピューターから選択できません。選
択するブート環境は、別々のコンピューターに属することを確認してください。
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1. 「Solaris  ブート環境の管理」ダッシュボードから、Live  Upgrade 用の非アクティブ
なブート環境を選択します。

2. 「Live  Upgrade 用に選択  (Select for Live Upgrade)」をクリックします。
図  33. Live Upgrade 用のブート環境の選択

「アクションの実行」ダイアログが開きます。「アクションの実行」ダイアログにつ
いて詳しくは、『  BigFix））））））））））））））））』を参照してください。

3. 適切な設定を選択します。
4. 「OK」をクリックします。

通常、対象のコンピューターからアクションの状態が報告されるまでに数分かかりま
す。

選択したブート環境は、Live  Upgrade に対して作動可能になりました。
Live Upgrade 用のブート環境を選択した後、Fixlet  を使用して環境のパッチに進むことが
できます。詳しくは、『Fixlet を使用したパッチの適用  (））））） 34)』を参照してくださ
い。

非アクティブなブート環境のアクティブ化
アクティブ化のために選択した非アクティブなブート環境は、再始動後に実行中のブート
環境になります。「Solaris  ブート環境の管理」を使用して、アクティブにするブート環境
を識別します。
Live Upgrade 用に選択していないブート環境をアクティブにすることはできません。
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各コンピューターでアクティブにできるのは、1  つの非アクティブなブート環境のみです。
実行中のブート環境と非アクティブなブート環境との同期は、アクティブ化と同時に実行
されます。移行がスムーズに行われるよう、実行中のブート環境の  BES 構成ファイルが、
非アクティブなブート環境にコピーされます。

1. 「Solaris  ブート環境の管理」ダッシュボードで、アクティブにする非アクティブな
ブート環境を選択します。

2. 「アクティブ化」をクリックします。
図  34. アクティブにする

「アクションの実行」ダイアログが開きます。「アクションの実行」ダイアログにつ
いて詳しくは、「  BigFix））））））））））））））））」を参照してください。

3. 適切な設定を選択します。
4. 「OK」をクリックします。

通常、対象のコンピューターからアクションの状態が報告されるまでに数分かかりま
す。

これで、選択したブート環境はアクティブ化されました。これらのブート環境は、再始動
後にアクティブであると識別されます。
アクティブになったら、ただちにブート環境をリブートしてください。
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代替ブート環境へのリブート
「Solaris  ブート環境の管理」ダッシュボードを使用して、現在稼働しているブート環境を
目的のブート環境で再始動します。
リブートの前に、代替ブート環境を選択してアクティブにする必要があります。アクティ
ブにする代替ブート環境を選択しないで「リブート」をクリックすると、コンピューター
は既存の状態で再起動します。

1. 「Solaris  ブート環境の管理」ダッシュボードから、「Solaris  コンピューター」テー
ブルでコンピューターを選択します。

2. 「リブート」をクリックします。
図  35. 非アクティブなブート環境へのリブート

「アクションの実行」ダイアログが開きます。「アクションの実行」ダイアログにつ
いて詳しくは、『  BigFix））））））））））））））））』を参照してください。

3. 適切な設定を選択します。
4. 「OK」をクリックします。

通常、対象のコンピューターからアクションの状態が報告されるまでに数分かかりま
す。

Solaris コンピューターは、新規のアクティブなブート環境で再始動します。



付録  A. サポート
この製品について詳しくは、以下のリソースを参照してください。
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• BigFix Developer  (））））） )
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付録  B. よくある質問
BigFix  Patch for Solaris をより深く理解するために、以下の質問と回答をお読みください。

「ダウンロード・プラグインの管理」ダッシュボードはデータを反映していません。
どうすればよいでしょう。

この問題のトラブルシューティングのために実施できる手順を以下に示しま
す。

• 最新の「パッチ・サポート」サイトを収集します。
• 「パッチ・サポート」サイトから使用できる「ダウンロード・プラグイ

ンのバージョン」分析をアクティブにします。
• BigFix コンソール・キャッシュをクリアします。
• BigFix コンソールと同じシステムにインストールされている、Internet 

Explorer 版  Adobe Flash Player が最新であることを確認します。
パッチが失敗しても、正常に完了するのはなぜですか。

特殊な状況で、パッチが正常に適用されているのにもかかわらず、関連状態
によって、パッチが依然として必要であると示されることがあります。パッ
チに関連した特殊な状況がないかどうかを確認するか、または  HCL ソフト
ウェア・サポートにお問い合わせください。

パッチのインストールに失敗した場合は、どうすればよいでしょう。
パッチのインストールが失敗した場合は、パッチを正しいコンピューターに
適用したかどうかを確認するか、Oracle  Web サイトからパッチをダウンロー
ドして手動で実行してください。

デフォルト・アクションがないのはなぜですか。
Fixlet®  またはパッチを適用する前に、必ずテスト・ベッドでテストする必要
があります。Fixlet®  に複数のアクションが関連付けられている場合もありま
す。アクションを開始する前に、Fixlet®  の「説明」タブ内のテキストを必ず
参照してください。

置き換えられるパッチとは何ですか?
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置き換えられるパッチとは、適用する必要がなくなった古いバージョンの
パッチです。

どのシェルを使用すべきですか?
BigFix Patch for Solaris では、Bourne  シェル・スクリプトを使用してエンド
ポイントにパッケージがインストールされます。Fixlet  を使用して正常にパッ
チが適用できるように、エンドポイントに  sh 互換シェルがインストールされ
ていることを確認してください。

欠落しているパッチについてはどのように処理すればよいですか。
BigFix  は、アンバンドルされているパッチ以外のすべてのパッチを提供しま
す。欠落しているパッチは置き換えられている可能性があります。最近置き
換えられたコンテンツの場合は、「置き換えられた  Solaris パッチの評価を有
効化」タスク  (ID #13) を実行して、置き換えを評価できるようにします。こ
のタスクは「Patches  for Solaris」サイトから入手できます。古いコンテン
ツについては、HCL  ソフトウェア・サポートにお問い合わせください。

Oracle サポート・アカウントをすでに持っているのに、パッチをダウンロードするプ
ラグインが失敗します。なぜでしょうか?

ご使用の  Oracle サポート・アカウントには、正常にパッチをダウンロードす
るための有効なサポート識別子が含まれていなければなりません。

推奨パッチ・クラスターや重要パッチ更新  (CPU) のパッチをダウンロードしてインス
トールするためには、どの程度のスペース量が必要でしょうか。

パッチのダウンロードおよびインストールには、少なくとも  12 GB のディ
スク・スペースが必要です。推奨パッチ・クラスターの場合、「Solaris  10: 

ディスク容量不足  - /var」タスク  (ID #3) を使用して、/var  を含むファイル・
システムに、パッチ・クラスターのパッチを解凍してインストールするため
の十分なスペースがあるかどうかを確認できます。

パッチ・クラスターのインストールのデバッグにどのログを使用できますか?
Patches for Solaris サイトからの  Fixlet の場合

パッチ・クラスターのインストールに使用されたコマンドを
デバッグするには、/var/opt/BESClient/__BESData/
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__Global/Logs/<YYMMDD>.installcluster.log  にある
ログを確認してください。このログは  BigFix  のログ形式に準じ
ており、実行のたびにタイム・スタンプから始まります。ある
エンドポイントで  1 日に複数回  Fixlet®  が適用された場合、各
実行がログ・ファイルに追加されます。ログ・ファイルは上書
きされません。

Patches for Solaris Live Upgrade サイトからの  Fixlet の場合
パッチ・クラスターのインストールに使用されたコマンドをデ
バッグするには、/var/opt/BESClient/__BESData/__Global/

LUdata/<BE_name>_cluster_install.log  にあるログを確認し
てください。あるエンドポイントで  1 日に複数回  Fixlet®  が適
用された場合、ログが上書きされ、最新の適用に関する詳細が
記録されます。

「パッチ・クラスター」Fixlet  の  sha1 の値とサイズが古いです。なぜでしょうか?
Oracle 推奨パッチ・クラスターが頻繁に更新されるために、「パッチ・クラ
スター」Fixlet®  の  sha1 値とサイズが古くなっている可能性があります。更
新された  Fixlet は、パッチ・ベンダーとのサービス・レベルの合意に基づい
て提供されます。

ダウンロード・プラグインが正しく登録されているかどうかは、どのように確認すれ
ばよいですか?

ダウンロード・プラグインが正しく登録されているかどうかを確認するに
は、アクション・タスクと共に、Fixlet®  を実行します。パッチのダウンロー
ドが成功したことを確認します。成功していない場合には、ダウンロード・
プラグインを登録解除してから再登録することが必要な場合があります。

ダウンロード・プラグインを登録する方法を教えてください。ダウンロード・プラグ
インの登録タスクまたは「ダウンロード・プラグインの管理」ダッシュボードのどち
らを使用すればよいですか。

ダウンロード・プラグインを登録するには、「Patching  Support」サイトの
「ダウンロード・プラグインの管理」ダッシュボードを使用する必要があり
ます。既存のダウンロード・プラグインの登録タスクは使用しないでくださ
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い。プラグインの登録について詳しくは、『Solaris ダウンロード・プラグイ
ンの登録  (））））） 16)』を参照してください。

注:  ダウンロード・プラグインの登録解除、構成、およびアップグレー
ドを行う際にも、「ダウンロード・プラグインの管理」ダッシュボードを
使用する必要があります。既存のダウンロード・プラグインの登録解除お
よび編集タスクは使用しないでください。ダッシュボードについて詳しく
は、BigFix  Knowledge Center  (））））） )  の『「ダウンロード・プラグイ
ンの管理」ダッシュボード』のトピックを参照してください。

パスワードは難読化されると思っていましたが、まだ平文のままです。なぜでしょう
か?

ダウンロード・プラグインのバージョンが  2.0 より前であることを確認して
ください。2.0  より前である場合は、古いバージョンのダウンロード・プラ
グインを使用しています。このバージョンでは、資格情報が平文で保管され
ます。資格情報を暗号化するには、「Patching  Support」サイトの「ダウン
ロード・プラグインの管理」ダッシュボードから、ダウンロード・プラグイ
ンを  2.0 以降にアップグレードしてください。

Solaris ダウンロード・プラグインで問題が発生しています。どうすればよいでしょ
う。

plugin.ini  ディレクトリーで  C:\Program Files (x86)\BigFix 
Enterprise\BES Server\DownloadPlugins\SolarisProtocol  ファ
イルを見つけます。plugin.ini  ファイルで構成情報が正しく設定されている
ことを確認してください。

非アクティブなブート環境のアクティブ化を選択しないで、コンピューターをリブー
トすると、どうなりますか。

コンピューターは再び現行アクティブ・ブート環境にリブートします。
一部のブート環境内にすでにクライアントがあります。クライアントを「Solaris  ブー
ト環境の管理」ダッシュボードからインストールすると、それらのブート環境はどう
なりますか。

https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/welcome/BigFix_Patch_welcome.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/welcome/BigFix_Patch_welcome.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/welcome/BigFix_Patch_welcome.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/welcome/BigFix_Patch_welcome.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/welcome/BigFix_Patch_welcome.html
https://help.hcltechsw.com/bigfix/9.5/patch/welcome/BigFix_Patch_welcome.html
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そのような場合にブート環境がどうなるかについての詳細は、『BigFix クラ
イアントのインストール時の動作  (））））） 69)』を参照してください。

ベースラインを使ったブート環境のパッチはどのように行えばよいですか。
ベースラインを使用してブート環境でパッチを行う方法は、ベースラインを
使用してコンピューターにパッチを行うのと同じ方法です。

1 つのマシン上で、Live  Upgrade 用の複数のブート環境を選択できますか。
Solaris マシン上に複数の非アクティブなブート環境がある場合でも、Live 
Upgrade 用に選択できるブート環境は  1 つのみです。

同じマシン上にある複数のブート環境をアクティブにすることはできません。なぜで
しょうか?

ブート環境をアクティブにすると、システムの次回のリブート時にブート可
能になります。また、Solaris  マシンでは、稼働できるブート環境は一度に  1 

つのみです。
Live Upgrade 用の複数のブート環境を選択しました。一部のブート環境がアクション
から除外されるのはなぜですか。

アクションから除外されるブート環境は、そのアクションに対する要件を満
たしていない可能性があります。各アクションには、次のようなそれぞれ独
自の一連の基準があります。

Live Upgrade 用のブート環境の選択:
クライアントはブート環境にインストールされている必要があ
ります。
Live Upgrade 用に選択できるブート環境は、各コンピューター
につき  1 つのみです。

ブート環境のアクティブ化:
クライアントはブート環境にインストールされている必要があ
ります。
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アクティブ化の前に、Live  Upgrade 用のブート環境をまず選択
する必要があります。
各コンピューターでアクティブ化できるブート環境は  1 つのみ
です。

クライアントがインストールされていない非アクティブなブート環境で、Live 
Upgrade 用にその環境が選択された場合、どうすればよいですか。このシナリオが起
きる可能性はありますか。

はい。このシナリオが起きる可能性があるのは、非アクティブなブート環境
が  1 つのみあるシステム上で、「Solaris  ライブ・アップグレードを使用可
能にする」タスクが適用された場合です。デフォルトでは、タスクはクライ
アントの有無を調べずに、Live  Upgrade 用の非アクティブなブート環境を選
択します。このようなシナリオが生じた場合、「Solaris  ブート環境の管理」
ダッシュボードからクライアントをインストールする必要があります。

「Solaris  ブート環境の管理」ダッシュボードにコンピューターの重複が表示されるの
はなぜですか。

コンピューターはさまざまなクライアント  ID を持っています。コンピュー
ターが不意にオフラインになった後、再びオンになると、そのコンピュー
ターに新しいクライアント  ID が割り当てられます。コンソールでは、クライ
アント  ID が新規であるため、古いコンピューターは認識されません。レポー
ト時刻が最も古いコンピューターを削除することをお勧めします。以下の手
順を実行します。

1. 「すべてのコンテンツ」  > 「コンピューター」をクリックします。
2. 削除するコンピューターを右クリックします。
3. 「データベースから削除」をクリックします。

「Solaris  ライブ・アップグレードを使用可能にする」タスクは何を行いますか。
Live Upgrade を有効にすると、バックエンド・ユーティリティー・スクリプ
トによってすべてのブート環境から情報が取り出されます。その情報は非暗
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号化テキスト形式で保存され、/var/opt/BESClient/__BESData/__Global/

LUdata  に置かれます。
Live Upgrade のログ・ファイルはどこで見つけられますか。

ライブ・アップグレード・ログ・ファイルは  /var/opt/BESClient/
__BESData/__Global/LUdata  にあります。次のようなログ・ファイルをトラ
ブルシューティングで使用できます。
SLU.log

ブート環境が  Live Upgrade 用に有効化されたことを検証しま
す。

restart.log

ブート環境が正常にアクティブ化されたことを検証します。
<BE_name>_package.txt

クライアントがすでにブート環境にインストール済みであるこ
とを検証します。このテキスト・ファイルには、特定のブート
環境のパッケージおよびバージョンのリストが記録されます。
クライアントのバージョンがファイルにリストされていない場
合、そのクライアントはインストールされていません。

<BE_name>_patch.txt

インストール済みパッチのリストを検証します。
<BE_name>_cluster_pre_install.log

推奨パッチ・クラスター用の前提条件パッチが適用されている
かどうかを検証します。

<BE_name>_cluster_install.log

推奨パッチ・クラスターのインストールが正常に行われたかど
うかを検証します。

<BE_name>_CPU_Pre_install.log

CPU 用の前提条件パッチが適用されているどうかを検証しま
す。
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<BE_name>_CPU_install.log

CPU 用のインストールが正常に行われたかどうかを検証しま
す。

アクティブなブート環境でダッシュボードに  Null  値が表示された場合、どうすればよ
いでしょう。

「Solaris  ライブ・アップグレードを使用可能にする」タスクまたは「ブート
環境情報の更新」タスクの、どちらか適切な方を実行します。

ブート環境を切り替えたばかりですが、新規の実行中のブート環境はサーバーに報告
していません。どうすればよいでしょう。

1. クライアントがインストールされているかどうかを調べます。コマンド
行インターフェースから  pkginfo |grep BES  を実行し、ブート環境内
にクライアントが存在するかどうかを調べます。

2. クライアントが実行中であるかどうかを調べます。コマンド行インター
フェースから  ps -ef | grep -i bes  を実行し、クライアントが現在実
行中であるかどうかを調べます。

3. actionsite.afxm  ファイルが  /etc/opt/BESClient/  にあることを確認
します。

4. サーバー・ホスト名を  ping できるかどうかを調べます。サーバー・ホ
スト名を  ping できない場合、/etc/hosts  を編集し、IP  アドレスとホス
ト名をファイルに追加します。

アクションがとられた後で「Solaris  ブート環境の管理」ダッシュボードの最新表示に
長時間かかるのはなぜですか。

この遅延は、バックエンドで複数のプロセスが実行されていることが原因で
発生する場合があります。アクションが実行されると、ユーティリティー・
スクリプトはブート環境から変更内容を取得し、その情報をテキスト形式で
保管します。次に、クライアントは、そのデータをサーバーに送信します。
サーバーは、分析を使用してデータを収集し、データはダッシュボードに
よって読み取られます。通常、対象のコンピューターがアクションの状態を
ダッシュボードに報告するまでに数分かかります。



Patch for Solaris  | 2 - よくある質問  | 84

ローカル  Image Packaging System (IPS) パッケージ・リポジトリーはどのように作成
するのですか。

Image Packaging System (IPS) パッケージ・リポジトリーの作成方法につい
ては、Oracle  資料の  Web サイト  (http://docs.oracle.com  (））））） )) を
参照してください。

鍵ファイルと証明書ファイルはどこで入手できますか。
どちらのファイルも  My Oracle Support サイトから入手できます。詳しくは、
『http://pkg-register.oracle.com  (））））） )』を参照してください。

鍵ファイルと証明書ファイルは、常に  .pem  形式ですか。
はい、どちらのファイルも  Oracle Support サイトからダウンロードしたとき
は  .pem  形式になっています。注「Solaris  Image Packaging System リポジ
トリーの管理  (Solaris Image Packaging System Repository Management)」
ダッシュボードで使用できる鍵ファイルと証明書ファイルは、.pem  形式のも
のに限られます。

Solaris 11 エンドポイントにパッチを適用するときは、シングル・ユーザー・モード
にする必要がありますか。

Live Upgrade は  Image Packaging System (IPS) で処理されるため、シン
グル・ユーザー・モードにする必要はありません。詳しくは、『http://

www.oracle.com/technetwork/server-storage/solaris11/overview/solaris-

matrix-1549264.html  (））））） )』を参照してください。
SRU のパッチをダウンロードしてインストールするには、どの程度のスペースが必要
ですか。

必要なスペースは、どのファイルがシステムにインストールされるのかに
よって正確に決まります。SRU  のパッチ適用を行う場合、システムは欠落
しているパッケージを調査し、関係のあるファイルのみをダウンロードしま
す。重要:  セキュリティー上の理由から、ファイル・アプリケーションでは
添付ファイル配置が使用されます。“）））））））））））”エラーを避けるために、
サーバーおよびリレーのキャッシュ・サイズ全体を拡張し、ダウンロード
する大きなサイズの  SRU に対応できるようにしてください。SRU  は巨大に
なる場合があり、イメージ・ファイルあたり約  2.7 GB になることもありま

http://docs.oracle.com
http://docs.oracle.com
http://docs.oracle.com
http://docs.oracle.com
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http://pkg-register.oracle.com
http://pkg-register.oracle.com
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http://pkg-register.oracle.com
http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/solaris11/overview/solaris-matrix-1549264.html
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http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/solaris11/overview/solaris-matrix-1549264.html
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す。キャッシュを拡張しないと、巨大なダウンロード・ファイルによって、
キャッシュ内の既存ファイルがフラッシュされることがあります。

既存の  Live Upgrade オファーは、Solaris  11 でも機能しますか。
いいえ、残念ながら機能しません。既存の  Live Upgrade ソリューション
は、Solaris  10 でのみ機能します。

自分のマシンにパッチを適用しようとしていますが、一時スペースが非常に限られて
います。これは問題があると考えるべきですか。

Solaris 11 の  Image Packaging System (IPS) では、SRU  全体がダウンロー
ドされるわけではありません。システムは、欠落しているパッケージを調査
し、関係のあるファイルのみをダウンロードします。

ローカル・リポジトリーがありますが、これを使用して  Solaris 11 エンドポイントに
パッチを適用するには、どのようにローカル・リポジトリーを設定すればよいです
か。

「Solaris  Image Packaging System リポジトリーの管理  (Solaris Image 

Packaging System Repository Management)」ダッシュボードを使用して、
パッチ適用のために使用するようにローカル・リポジトリーを設定します。

最新の  SRU を使用して  Solaris 11 システムにパッチを適用したいのですが、インター
ネットに接続できません。どうすればよいでしょう。

最新の  SRU イメージを取り込むことのできるローカル・リポジトリーが必要
です。エンドポイントは、インターネットに接続する代わりに、そのリポジ
トリーを使用できます。

ローカル・リポジトリーを最新にするためにすべてのタスクを実行する必要はありま
すか。あるいは、最新のサポート・リポジトリー更新  (SRU) を使用してタスクを実行
できますか。

すべての  SRU をインストールする必要はありません。エンドポイントを最新
の状態に維持するには、最新の  SRU をインストールしてください。ただし、
エンドポイントで特定の  SRU が必要な場合は、ベース・リポジトリー・コン
テンツと、エンドポイントのアップグレード先の  SRU をリポジトリーでホス
トする必要があります。たとえば、Solaris  11/11 エンドポイントと  11.1 エン
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ドポイントの両方があり、これらを最新の状態に維持する場合は、以下のコ
ンテンツをリポジトリーでホストする必要があります。

• Solaris 11 11/11 リポジトリー・ベース・イメージ  + SRU 13.4 (最新 
SRU)

• Solaris 11 11.1 リポジトリー・ベース・イメージ  + SRU 21.4.1(最新 
SRU)

SRU のパッチ適用を行う場合、どのような方法が推奨されますか。ローカル・リポジ
トリー経由ですか、それともサポート・サイト経由ですか。

ローカル・リポジトリーを使用すると、ダウンロード速度やネットワーク負
荷の点で有利です。

Solaris 11 のログはどこにありますか。
Solaris 11 のログは、/var/opt/BESClient/IPSData/  にありま
す。Solaris  11 のパッチのトラブルシューティングには、以下のログ・ファイ
ルを使用できます。

注:  これらのログには、Fixlet®  またはタスクからのアクションの最新の
結果が示されています。
pkg_set_publisher.log

「Solaris  Image Packaging System リポジトリーの管理  (Solaris 

Image Packaging System Repository Management)」ダッシュ
ボードで新しいリポジトリーがエンドポイントに割り当てられ
たかどうかを検証するためのものです。
このログ・ファイルには、以下のコマンドからの出力が記録さ
れています。
pkg set-publisher -G '*' -M '*' -g 

 'THE_NEW_REPOSITORY_URI' solaris

pkg_set_publisher.log  ファイル内の成功を示すメッセージの
例を以下に示します。



Patch for Solaris  | 2 - よくある質問  | 87

Startup: Refreshing catalog 'solaris' ... Done

Startup: Caching catalogs ... Done

pkg_set_publisher.log  ファイル内の失敗を示すメッセージの
うち、リポジトリー  URI が無効であるために失敗したメッセー
ジの例を以下に示します。
pkg set-publisher: The origin URIs for 'solaris' do 

 not appear 

to point to a valid pkg repository.

Please verify the repository's location and the 

client's network configuration.

Additional details:

 

Unable to contact valid package repository

Encountered the following error(s):

Unable to contact any configured publishers.

This is likely a network configuration problem.

Framework error: code: 6 reason: Couldn't resolve 

 host

'10.1.240.299'

URL: 'http://10.1.240.299' (happened 4 times)

update_repo_sru.log

リポジトリー更新タスクが成功したかどうかを検証するための
ものです。このログ・ファイルには、各種のアクション:  (圧縮
ファイルの解凍、イメージのマウント、リポジトリーへのコン
テンツのコピー、リポジトリー・インデックスの再構築)  に関す
る情報が記録されています。

注:  リポジトリーの検証が失敗した場合、このログには情報
が記録されません。このエラーはコンソールに表示されるだけ
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です。失敗したコンピューターで“）））））））））））...）”をチェック
できます。
update_repo_sru.log  ファイル内の成功を示すメッセージの例
を以下に示します。
Archive:  __Download/p17865983_1100_Solaris86-64.zip

 inflating: /var/p17865983_1100_Solaris86-64/

   readme_11_1_14_5_0.html  

 inflating: /var/p17865983_1100_Solaris86-64/

   readme_11_1_14_5_0.txt 

 inflating: /var/p17865983_1100_Solaris86-64/

   sol-11_1_14_5_0-incr-repo.iso  

sending incremental file list

 

<STATUS DURING COPYING REPOSITORY CONTENT>

 

sent 3004537729 bytes  received 1989315 bytes 

  3418450.31 bytes/sec

total size is 2994859457  speedup is 1.00

Initiating repository rebuild.

pkg_update_entire.log

指定された  SRU でエンドポイントが更新されたかどうかを検証
するためのものです。このログ・ファイルには、以下のコマン
ドからの出力が記録されています。
pkg update entire@PACKAGE_VERSION_FOR_THAT_SRU

pkg_update_entire.log  ファイル内の成功を示すメッセージの
例を以下に示します。
 Startup: Refreshing catalog 'solaris' ... Done

 Startup: Caching catalogs ... Done
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Planning: Solver setup ... Done

Planning: Running solver ... Done

Planning: Finding local manifests ... Done

Planning: Fetching manifests:   0/178  0% complete

Planning: Fetching manifests: 100/178  56% complete

Planning: Fetching manifests: 178/178  100% complete

Planning: Package planning ... Done

Planning: Merging actions ... Done

Planning: Checking for conflicting actions ... Done

Planning: Consolidating action changes ... Done

Planning: Evaluating mediators ... Done

Planning: Planning completed in 41.85 seconds

            Packages to remove:   1

           Packages to install:   3

            Packages to update: 175

           Mediators to change:   1

       Create boot environment: Yes

Create backup boot environment:  No

 

Download:     0/10018 items    0.0/328.8MB  0% 

 complete 

Download:   253/10018 items   15.3/328.8MB  4% 

 complete (3.4M/s)

Download:   650/10018 items   31.4/328.8MB  9% 

 complete (3.2M/s)

Download:  1302/10018 items   48.3/328.8MB  14% 

 complete (3.2M/s)

Download:  1661/10018 items  117.2/328.8MB  35% 

 complete (8.6M/s)

Download:  2426/10018 items  162.2/328.8MB  49% 

 complete (11.4M/s)
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Download:  3796/10018 items  178.1/328.8MB  54% 

 complete (6.1M/s)

Download:  4630/10018 items  216.7/328.8MB  65% 

 complete (5.4M/s)

Download:  6154/10018 items  243.6/328.8MB  74% 

 complete (6.5M/s)

Download:  7938/10018 items  257.2/328.8MB  78% 

 complete (4.1M/s)

Download:  9311/10018 items  310.0/328.8MB  94% 

 complete (6.6M/s)

Download: Completed 328.80 MB in 54.30 seconds 

 (6.0M/s)

pkg_update_entire.log  ファイル内の失敗を示すメッセージの
うち、リポジトリーの  SRU コンテンツが使用不可であるために
失敗したメッセージの例を以下に示します。
Startup: Refreshing catalog 'solaris' ... Done

pkg update: 'entire@0.5.11-0.175.1.1.0.4.0' matches 

  no installed packages

pkg_deployment_results.log

「pkg  を使用したパッケージのインストール  (Install packages 

by using pkg)」タスクを使用したパッケージのインストール
が正常に行われたかどうかを検証します。このログ・ファイル
には、以下のいずれかのコマンドからの出力が記録されていま
す。
pkg install <package_name1> <package_name2>

 

pkg update

pkg_deployment_results.log  ファイル内の成功を示すメッ
セージの例を以下に示します。
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oot@solaris11-1-ips-repo:/var/opt/BESClient/IPSData

# 

     cat pkg_deployment_results.log

2 Test Install Success: pkg install -n

2 ____ php-52

2 Test Install Success: pkg install -n -q 

 --no-refresh

2 ____ php-52

2 Install Success: pkg install

2 ____ php-52

2 Install Success: pkg install -q --no-refresh

2 ____ ipython-26

pkg_deployment_results.log  ファイル内の失敗を示すメッ
セージの例を以下に示します。
2 Test Install Failure: pkg install -n - Error:

2 ____ pkg install: Illegal FMRI 'fmri://web/curl': 

     Invalid Package Name: fmri://web/curl

2 ____ Failed to install the following packages:

2 ____ fmri://web/curl

“」Patches for Solaris」”サイトと“」Patches for Solaris Live Upgrade」”サイトに表示さ
れる  Fixlet®  コンテンツの違いは何ですか?

「Patches  for Solaris」サイトには、レガシー  Solaris 10 以前の中核的な  OS 

パッチ・コンテンツが含まれています。ここでは、CPU  や推奨パッチ・ク
ラスターのパッチを適用する際に、さらに古い従来のシングル・ユーザー・
モードを使用しています。「Patches  for Solaris Live Upgrade」サイトに含
まれているパッチ・コンテンツは、Solaris  Live Upgrade ユーティリティー
を使用して、現在実行されている  OS ではなく、非アクティブなブート環境
にパッチをインストールします。このサイトのコンテンツには、セキュリ
ティー・パッチ、推奨パッチ・クラスター、および重要パッチ更新がありま
す。
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“」Patches for Solaris Live Upgrade」”サイトにある  Fixlet®  を使用して、非アクティ
ブな  BE に  CPU パッチを適用しました。これをリブートしない場合、“」Patches for 

Solaris」”サイトにある同じ  CPU パッチが引き続き関連のあるものとして表示されてい
るように見えます。なぜでしょうか?

これらの  2 つのサイトにおける特定のパッチの関連度は異なりま
す。「Patches  for Solaris Live Upgrade」サイトの  Fixlet は、非アクティ
ブなブート環境にパッチを適用します。一方、「Patches  for Solaris」サイ
トの  Fixlet は、実行中のブート環境にパッチを適用します。非アクティブな
ブート環境をリブートしない場合、アクティブなブート環境の状況は現行の
ままです。引き続きそのパッチの関連性が表示される理由の  1 つとして、ア
クティブなブート環境が同じ  CPU でパッチ適用されていない可能性が考えら
れます。

ゾーンを構成する方法を教えてください。
非グローバル・ゾーンの構成について詳しくは、『Oracle System 

Administration Guide』(http://docs.oracle.com/cd/E19044-01/

sol.containers/817-1592/z.conf.start-29/index.html  (））））） )) を参照し
てください。

指定したゾーンに  Fixlet®  をパッチ適用する方法を教えてください。
Fixlet®  は  patchadd -G  オプションを使用して、現在のゾーンにパッチを適用
します。patchadd  オプションについて詳しくは、『http://docs.oracle.com/

cd/E19253-01/816-5166/patchadd-1m/index.html  (））））） )』  を参照し
てください。

ゾーンからパッチを削除する前に、何をする必要がありますか?
そのパッチが他のインストール済みパッチから依存されていないこと、およ
び元のパッチ・ファイルのバックアップが存在することを確認してくださ
い。これをしないと、ロールバック・アクションが失敗し、その結果、パッ
チがゾーン内にインストールされたままになる場合があります。

ロールバック・ログはどこに格納されていますか?
/var/opt/BESClient/__BESData/Patches for Solaris/

__PatchRollback/  にある  rollback.log  ファイルを使用します。

http://docs.oracle.com/cd/E19044-01/sol.containers/817-1592/z.conf.start-29/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E19044-01/sol.containers/817-1592/z.conf.start-29/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E19044-01/sol.containers/817-1592/z.conf.start-29/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E19044-01/sol.containers/817-1592/z.conf.start-29/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E19044-01/sol.containers/817-1592/z.conf.start-29/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E19044-01/sol.containers/817-1592/z.conf.start-29/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E19253-01/816-5166/patchadd-1m/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E19253-01/816-5166/patchadd-1m/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E19253-01/816-5166/patchadd-1m/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E19253-01/816-5166/patchadd-1m/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E19253-01/816-5166/patchadd-1m/index.html
http://docs.oracle.com/cd/E19253-01/816-5166/patchadd-1m/index.html
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Solaris のパッチまたは  Fixlet®  コンテンツがゾーン・パッチ適用をサポートしている
かどうかは、どうすれば分かりますか?

Solaris パッチの情報ファイルをチェックして、SUNW_PKG_ALLZONES  変数の
値を確認してください。パッチ・パッケージが  TRUE に設定されている場
合、Oracle  はすべてのゾーン  (グローバル・ゾーンおよび非グローバル・
ゾーン)  に強制インストールすることを意味します。このようなパッチの 
Fixlet®  コンテンツでは、インストール・アクションは  1 つのみです。パッ
チ・パッケージが  FALSE に設定されている場合、インストールはグローバ
ル・ゾーンまたは非グローバル・ゾーンのいずれかで行うことができます。
このようなパッチの  Fixlet®  では、2  つのインストール・アクションが行われ
ます。

ローカル・リポジトリーにあるカスタム・パッケージをインストールするには、どう
すればよいですか?

「Patches  for Solaris 11」サイトから「pkg  を使用したパッケージのインス
トール  (Install packages by using pkg)」タスクを使用できます。
詳しくは、『Solaris パッケージの適用  (））））） 42)』を参照してください。

インストール・タスクを使用して、複数のカスタム・パッケージをインストールでき
ますか?

はい、使用可能なタスクを使用して複数のカスタム・パッケージをインス
トールすることができます。パッケージ名を区切るために、スペースを使用
してください。

「pkg  を使用したパッケージのインストール」タスクを使用して、単一ファイルの
パッケージをインストールできますか?

単一ファイルのインストールには、pkgadd  コマンドを使用します。「pkg 
を使用したパッケージのインストール」タスクは、pkg  コマンドのみをサ
ポートしています。

「pkg  を使用したパッケージのインストール  」タスクが失敗した場合に考えられる原
因は何ですか?

この失敗の考えられる原因は以下のとおりです。
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• リポジトリーが構成されていない。
• リポジトリーがエンドポイントに登録されていない。
• エンドポイントでインターネット接続が使用できない。

「pkg  を使用したパッケージのインストール」を使用してパッケージをインストール
しました。パッケージが正常にインストールされたかどうかは、どのように確認すれ
ばよいですか?

「Image  Packaging System の結果」分析を使用すると、「pkg  を使用した
パッケージのインストール」タスクを使用してインストールされたパッケー
ジがエンドポイントに正常にインストールされたかどうかを確認できます。

「Image  Packaging System の結果」分析で何も返されません。なぜでしょうか?
「pkg  を使用したパッケージのインストール」タスクを少なくとも  1 回適
用して、エンドポイントの  pkg_list.log  ファイルを作成する必要がありま
す。このファイルにはエンドポイントのインストール済みパッケージがすべ
て格納され、「Image  Packaging System の結果  (Image Packaging System 

Results)」分析で使用されます。
ディスク・ミラーの分割および再ミラーリングについてのログ・ファイルはどこにあ
りますか?

break_mirrors.log  ファイルと  re_mirrors.log  ファイルはどちらも  /var/
opt/BESClient/EDRDeployData  フォルダー内にあります。

ルート・ディスク・ミラーを分割した後にそれらを再ミラーリングするにはどうすれ
ばよいか?

「Patches  for Solaris」サイトから「Solaris  ディスクの再ミラー」タス
クを使用すると、サブミラーまたはディスクをオンラインに戻すことが
できます。このタスクで使用するコマンドについて詳しくは、『http://

docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/821-1462/metattach-1m.html  (））））） 

)』  を参照してください。
「Solaris  ミラーの分割  (Break Solaris mirrors)」タスクでは、どのようなタイプのミ
ラーリングがサポートされていますか?

http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/821-1462/metattach-1m.html
http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/821-1462/metattach-1m.html
http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/821-1462/metattach-1m.html
http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/821-1462/metattach-1m.html
http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/821-1462/metattach-1m.html
http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/821-1462/metattach-1m.html
http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/821-1462/metattach-1m.html
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「Solaris  ミラーの分割  (Break Solaris mirrors)」タスクでは次の  UFS ミ
ラーを分割できます:  ルート  ((/))、/var、/opt、および  /usr。ZFS  ファイ
ル・システムのミラーまたは  VxVM ベースのミラーはサポートされていませ
ん。

1 つのミラーにいくつのサブミラーを含めることができますか?
最大  3 つのサブミラーまたはディスクから成る  1 つのミラーを作成でき
ます。詳しくは、『Solaris Volume Manager Administration Guide）  (http://

docs.oracle.com/cd/E19253-01/816-4520/  (））））） )) を参照してくださ
い。

非アクティブな  ZFS ブート環境にパッチを適用しようとしましたが、関連する  Fixlet 

が“」Patches for Solaris Live Upgrade」”で見つかりません。どうすればよいでしょう。
Solaris Live Upgrade を使用する際に同時にマウントできる  ZFS ブート環境
は、最大  2 つです。マウントされた  ZFS ブート環境が  2 つを超えている場
合、Fixlet®  の関連度の評価に失敗します。この問題が発生した場合は、以下
の手順を実行してください。

1. 「Solaris  ライブ・アップグレードを使用可能にする」タスク  (ID #2) 

がエンドポイントに関連付けられているかどうかを確認します。
2. エンドポイントの  /.alt.<BE_Name>  フォルダーを確認して削除しま

す。
3. mount  および  zfs listの結果を確認し、ゾーン・ファイル・システム

のマウント・ポイントをリセットするためにコンピューターを再起動し
ます。

4. エンドポイントで「Solaris  ライブ・アップグレードを使用可能にす
る」タスク  (ID #2) を実行します。

「エンドポイント・アップグレード・リスト  - Solaris 11 (Endpoint Upgrade List - 

Solaris 11)」分析をアクティブ化する前に、なぜ、「使用可能なパッケージ更新の確
認  - Solaris 11 (Check Available Package Updates - Solaris 11)」タスクを実行する必
要があるのですか?

http://docs.oracle.com/cd/E19253-01/816-4520/
http://docs.oracle.com/cd/E19253-01/816-4520/
http://docs.oracle.com/cd/E19253-01/816-4520/
http://docs.oracle.com/cd/E19253-01/816-4520/
http://docs.oracle.com/cd/E19253-01/816-4520/
http://docs.oracle.com/cd/E19253-01/816-4520/
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このタスクにより、pkg_upgrade_output.txt  という出力ファイルが  /var/
opt/BESClient/IPSData/  フォルダーに格納されます。このファイルは、
アップグレードをする必要があるエンドポイントのリストを表示するため
に、分析で使用されます。このタスクを一度も実行していない場合、分析で
は、このファイルが存在しないと示されます。分析で確実に最新の内容が表
示されるようするには、このタスクを実行してください。

「エンドポイント・アップグレード・リスト  - Solaris 11 (Endpoint Upgrade List - 

Solaris 11)」分析を表示する前に、「使用可能なパッケージ更新の確認  - Solaris 11 

(Check Available Package Updates - Solaris 11)」タスクを実行する必要があります
か?

はい、分析の結果を表示する前に、このタスクを実行してください。このタ
スクを定期的に実行することで、最新の内容を収集できます。

「エンドポイントのアップグレード・リスト  - Solaris 11」分析で、エンドポイントの
出力ファイルの  1 つを構文解析できないことが示されています。何が起こっているの
ですか。

/var/opt/BESClient/IPSData/  フォルダーに保存されている 
pkg_upgrade_output.txt  ファイルが破損している可能性があります。以下の
手順を実行します。

1. pkg_upgrade_output.txt  ファイルの指示を確認して従います。
2. 「使用可能なパッケージ更新の確認  - Solaris 11 (Check Available 

Package Updates - Solaris 11)」タスクを再度実行し、pkg update -n 

コマンドを実行して既存の  pkg_upgrade_output.txt  ファイルを上書き
します。

3. 分析を再度確認します。
コンソールにインストールする必要がある  Shockwave Flash Object の最小バージョン
はありますか。

Windows™  2008 および  Windows™  2012 R2 の場合は、すべてのダッシュ
ボードが適切に表示されるようにするために、最新バージョンの  Shockwave 

Flash Object をインストールする必要があります。
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